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民のうごき

::月号、2)::
:::1::


世術数� 1，949 l!j 4，014 
人 口 �  8.105 女� 4.091

昭和55年� 11月l日現伝

日一日と寒さを増すこのごろ、昭和55年もあとわずかとな 男女計

出生� 5 6 

りました。 li[亡� 8 2 10 


転入� 3 10 13

山は一面こがね色、春から、たんせいこめて育てあげてき 転出� 6 9 15 


たミ力ンの収穫最盛期です。

今月は、一年のしめくくりと、新しい年を迎える準備を芯、


くめて、なんとなくあわただしく、アツという聞に過ぎてし

まいます。仕事、家事についても計画性をもってすすめてく

ださい。

今年も町政に対するこ“協力ありがとうございました。

広報かつうら12月号=126・昭和何年12月t日発行...と発行勝浦町総務標 でんわ� (088542)--2511(代)� 
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V
病
院
建
設
に
よ
り
関
係
す
る
事
制

つ ら

一
男
議
員 

福
中

V

岡
V

第126号� (2) 昭和55年12月 1日� 

V
同
和
対
策
事
業
に
つ
い
て 

図
芸
高
校
の
実
習
地
に
つ
い
て

上
那
賀
線
の
幅
員
拡
張
に
つ
い
て

V
徳
島

高


武
議
員 

い
て

V V

V

に
つ
い
て 

背
少
年
の
育
成
指
導
に

つ
い
て 

畑
総
事
業
に
つ
い
て

重
夫
議
員 

股
村
婦
人
交
流
地
設
の
建
設
と
本

町
の
生
活
改
善
の
問
題
点
に
つ
い
て

休
耕
図
利
用
と
そ
の
見
直
し
に
つ

一
般
質
問
は
、
九
月
二
十
四
日
と
二
十
六
日
に
行
わ
れ
、
七
人
の
議
員

か
ら
、
農
業
問
題
、
土
木
、
建
設
問
題
、
モ
デ
ル
事
業
問
題
、
教
育
問
題

な
ど
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
以
下
、
各
問
題
ご
と
に
集
約
し
て
み
ま
し
た
。 

V
遊
水
地
帯

V

所
の
改
築
に
つ
い
て 
V
学
校
教
育
に

つ
い
て 

給
食
問
題
に
つ
い
て 

沼

江
バ
イ
パ
ス
に
つ
い
て 

V

9月定例議会特集号

V
生
比
奈
小
学
校
お
よ
び
横
瀬
保
育

の
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

質
問
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
主
な
も

町
議
会
九
月
定
例
議
会
は
、
九

月
十
九
日
開
会
し
、
昭
和
五
十
五

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
ほ
か
八

件
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
、
九
月

二
十
六
日
開
会
し
ま
し
た
。

町
政
に
対
す
る

山
村
多
喜
夫
議
員

九
月
定
例
議
会
で
七
議
員
が
一
般

一
般
質
問

新
課
長
に
問
、
っ
一
般
会
計
お
よ
び

V

6 


本
岡

に
つ
い
て 

交
通
規
制
に
つ
い
て

V

、、~

特
別
会
計
決
算
瞥
か
ら
見
た
総
合
振

と
飼
料
用
稲

(
ア
ル
ポ
リ
オ
種
)
に

つ
い
て

興
計
画
(実
施
計
画
)
替
の
現
実
性
に

つ
い
て 

三
大
事
業
が
与
え
る
影
響

と
町
民
の
総
和
に
つ
い
て
マ
勝
浦
病

院
改
築
強
備
事
業
マ
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー
建
設
マ
生
比
奈
小
学
校
改

築 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
対
策
に
つ
い
て

マ
勝
浦
駅
伝
へ
の
期
待
マ
パ
レ
!
、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
あ
り
方
マ
中
学
校

教
育
め
理
想

青
年
会
と

「
勝
浦
祭
」
に
つ
い
て
V
水
回
転
作

幸
夫
議
員 

町
長
の
政
治
姿
勢
を
問
、
フ
マ
箪
備

増
強
、
福
祉

・
教
育
費
の
切
り
す
て

の
国
政
と
住
民
本
位
の
町
政
に
つ
い

て
マ
五
十
六
年
度
政
府
方
針
じ
対
す

る
見
解
と
対
応
に
つ
い
て
マ
福
祉
の

後
退
と
前
進
に
つ
い
て

V V V
V

井
V出

西
浜

勝
己
議
員

国
勢
調
査
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保

V

護
に
つ
い
て
マ
守
泌
義
務
に
つ
い
て

町
職
員
の
人
卓
異
動
に
と
も
な
う

行
政
の
停
滞
は
最
少
限
に
す
べ
き
で

あ
る
。

マ
前
任
者
と
後
任
者
の
引
継
ぎ
は
完

ぺ
き
を
期
さ
れ
た
い
。

必
ww

-
農
林
業
問
題

答

燥
用
地
利
用
増
進
事
業
に
よ
り

質
沼
江
地
区
の
水
回
は
遊
水
地
帯

安
心
し
た
貸
借
り
が
出
来
る
が
、

で
あ
り
、
転
作
も
複
作
も
出
来
な

非
農
家
に
つ
い
て
は
、
こ
の
事
業

い
。
農
業
経
営
の
プ
ラ
ス
に
な
る

に
は
該
当
し
な
い
。

対
策
は
ど
う
か

質
湿
田
の
休
耕
回
転
作
と
飼
料
用

答

県
で
勝
浦
川
の
改
修
計
画
を
作

格
の
試
験
栽
培
の
考
え
は
あ
る
か

成
中
で
あ
る
。
遊
水
地
幣
の
解
消

答

転
作
作
物
に
つ
い
て
は
、
良
協

に
つ
い
て
、
県
に
対
し
逆
調
ダ
ム

と
も
協
議
し
て
、
生
産
性
の
高
い

か
ら
下
流
の
改
修
を
続
け
て
要
望

も
の
を
選
定
し
て
実
施
す
る
よ
う

し
て
い
る
。

考
え
て
い
る
。

質
休
耕
回
を
利
用
し
て
農
産
加
工

質
畑
総
の
か
ん
排
事
業
に
は
多
額

資
源
、
野
菜
な
ど
を
作
る
た
め
、

の
費
用
が
か
か
っ
て
い
る
。
施
設

農
家
や
非
農
家
に
使
用
さ
せ
て
は

の
償
却
と
水
の
有
効
利
用
に
つ
い

と
う
カ

て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か

富
治
議
員 

予
算
は
、
四
千
八
百
九
十
八
万
二
千

こ
の
議
会
で
決
っ
た

円
を
追
加
し
、
総
額
は
十
九
偲
六
百

主
な
も
の
は

十
六
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

-
勝
浦
町
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
条

-
教
育
委
員
と
固
定
資
産
評
価
審
査

例
の
一
部
を
改
正

委
員
を
選
任

住
宅
新
築
資
金
貸
付
金
の
限
度
額

任
期
満
了
に
よ
る
、
教
育
委
員
、

を
五
百
万
円
か
ら
五
百
五
十
万
円
に
、

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の

住
宅
改
修
資
金
の
限
度
額
も
二
百
五

選
任
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
再
任
す

十
万
円
か
ら
二
百
七
十
万
円
に
培
額

る
こ
と
に
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

し
ま
し
た
。

。
教
育
委
員

井
上
勝
美
氏
(
坂
本
)

-
一
般
会
計
予
算
は
十
九
億
六
百
万

橋
本

貢
氏

(
星
谷
)

円
に

。
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

昭
和
五
十
五
年
度
一
般
会
計
補
正

花
房
儀
八
氏
(
生
名
)
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答

全
体
計
画
の
見
直
し
な
ど
、
畑

答

早
期
完
成
を
目
指
し
、
全
力
を

閣
制
櫨
尻
・
福
祉
・
厚
生
問
題

答

青
少
年
の
非
行
防
止
の
た
め
、

総
か
ん
排
対
策
協
議
会
を
設
け
検

あ
げ
て
取
り
組
む
。
地
区
内
外
を

av

質
横
瀬
地
区
の
県
道
に
駐
車
が
多

補
導
委
員
会
、
青
少
年
健
全
育
成

討
し
て
い
る
。
諮
問
の
答
申
を
得

問
わ
ず
用
地
交
渉
に
積
極
的
に
努

く
交
通
事
故
が
心
配
で
あ
る
。
指

協
議
会
、 

の
役
員
や
そ
の

て
対
処
し
た
い
。
水
の
利
用
に
つ

力
す
る
。

導
の
考
え
は
あ
る
か

他
関
係
者
と
と
も
に
広
報
車
で
町

い
て
は
、
農
業
用
水
で
あ
る
の
で

質
問
和
事
業
に
か
か
る
用
地
買
収

答

交
通
安
全
運
動
の
期
間
に
は
指

民
に
呼
び
か
け
て
き
た
。
ま
た
、

将
来
の
問
題
と
し
て
検
討
す
る
必

物
件
補
償
価
額
の
算
定
は
ど
の
よ

導
し
て
い
る
が
、
抜
本
的
な
解
消

夏
休
み
前
に
は
、
各
地
区
で
出
張 

要
が
あ
る
。

う
に
行
わ
れ
て
い
る
か

策
と
し
て
は
駐
車
場
の
設
置
が
必

を
開
き
、
父
兄
と
話
合
い

答

土
地
代
に
つ
い
て
は
、
近
傍
類

要
と
な
る
。
交
通
安
全
協
会
や
関

を
行

っ
た
。
そ
の
ほ
か
チ
ラ
シ
の

似
の
事
例
に
よ
り
鑑
定
価
額
で
、

係
事
業
所
と
協
議
検
討
し
、
駐
車

配
布
、
商
工
会
を
通
じ
て
、
背
少

物
件
補
償
に
つ
い
て
は
、
補
償
基

場
の
設
置
、
交
通
安
全
対
策
を
お

年
に
タ
バ
コ
、
シ
ン
ナ
ー
な
ど
有

準
表
に
よ
り
、
家
屋
の
移
転
補
償

願
い
し
解
消
を
は
か
り
た
い
。

害
な
物
を
売
ら
な
い
よ
う
協
力
を

に
つ
い
て
は
、
技
術
者
の
鑑
定
に

質
母
子
栄
養
食
品
の
支
給
に
対
す

お
願
い
し
て
い
る
。

よ
り
価
領
を
定
め
て
い
る
。

る
所
得
制
限
徹
廃
の
考
え
は
な
い

青
少
年
の
健
全
育
成
に
つ
い
て

質
町
道
の
改
良
、
舗
装
に
つ
い
て

改
良
し
て
全
線
二
車
線
に

は
、
学
校
、
家
庭
、
社
会
の
速
け

今
後
の
取
り
組
み
は
ど
う
か

答

母
子
栄
養
の
霊
安
性
も
認
織
し

い
を
密
に
し
、
町
民
が
一
丸
と
な

u
h

答

間
道
の
務
備
は
進
み
、
舗
装
率

替
の
努
力
を
す
る
。
住
民
の
理
解

て
い
る
の
で
よ
く
検
討
し
た
い
。 

っ
て
、
指
導
に
努
め
な
け
れ
ば
な

も
八
十
五 

と
な

っ
た
。
舗
装
は

と
協
力
を
得
た
い
。

ら
な
い
。

よ
く
で
き
た
が
改
良
が
お
く
れ
て

教
育
問
題

av

ド
る
の
で
、
今
後
は
改
良
を
中
心

-
モ
デ
ル
事
業
問
題

質
生
比
奈
小
学
校
の
改
築
計
画
は

に
計
画
推
進
し
た
い
。

質
農
村
婦
人
交
流
施
設
に
つ
い
て

と
、
っ
カ

質
当
面
の
三
大
事
業
で
あ
る
病
院

ど
の
よ
う
な
考
え
を
も
っ
て
い
る

答

総
合
振
興
計
闘
の
笑
施
計
図
書

沼
江
地
区
の
遊
水
地
帯

改
築
、
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

に
示
す
と
お
り
、
昭
和
五
十
七
年

み 

建
設
、
生
比
奈
小
学
校
改
築
の
町

答

農
村
婦
人
の
生
活
向
上
、
ク
ル

度
に
調
査
設
計
を
行
う
が
、
危
険

U

土
木

・
建
叡
問
題

民
に
与
え
る
影
響
と
町
民
の
総
和

ー
プ
活
動
の
リ
|
夕
|
育
成
、
婦

度
な
ど
を
十
分
考
慮
し
て
対
応
し


質
勝
浦
町
の
玄
関
口
で
あ
る
沼
江

に
つ
い
て
問
う

人
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
え
る
施


バ
イ
パ
ス
の
計
画
が
進
ん
で
い
な 

答

勝
浦
中
央
僑
の
建
設
、
病
院
の

設
を
含
め
て
牒
村
環
境
改
善
セ
ン

質
横
瀬
保
育
所
は
、
窮
く
つ
に
見


カ

建
設
、
生
比
奈
小
学
校
の
改
築
、

タ
ー
を
建
設
し
た
い
。

受
け
る
。
施
設
も
老
朽
化
し
て
い


答

早
く
実
現
を
は
か
ら
な
け
れ
ば

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
の
建
設

質
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
の
事

る
と
思
う
が
改
築
の
考
え
は


な
ら
な
い
が
、
地
区
住
民
の
理
解

の
四
つ
の
事
業
を
当
面
の
大
き
な

業
費
は
、
ま
た
、
そ
の
役
割
は

答

昭
和
五
十
五
年
度
中
に
幼
児
教


と
協
力
を
得
て
、
ぜ
ひ
と
も
実
現

事
業
と
考
え
て
い
る
。
中
央
橋
と

答

二
億
六 
1
七
千
万
円
と
な
り
二

育
全
般
の
見
直
し
を
行
う
の
で
そ


で
き
る
よ
う
努
力
し
た
い
。

病
院
に
つ
い
て
は
今
年
度
末
に
完

分
の

一
補
助
が
あ
る
。
住
民
の
惣

の
中
で
検
討
し
た
い
。


質
石
原
か
ら
野
上
橋
間
の
県
道
の

成
す
る
。
他
の
事
業
に
つ
い
て
は
、

い
の
場
と
し
て
、
ま
た
、
健
康
増

質
膏
少
年
の
非
行
が
絶
え
な
い
状

改
築
予
定
の
生
比
奈
小
学
校

改
良
が
遅
れ
て
い
る
。
全
線
二
車

早
期
実
現
を
は
か
る
必
要
の
あ
る

進
、
生
活
の
改
善
セ
ン
タ
ー
、
コ

A'態
を
耳
に
す
る
。
教
育
委
員
会
で

-
病
院
問
題

線
に
早
く
し
て
も
ら
う
た
め
、
用

事
業
ば
か
り
で
あ
る
が
、
財
政
、

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
場
と
し
て
多
目

は
、
子
供
の
教
育
方
法
、
青
少
年

質
勝
浦
病
院
を
改
築
中
で
あ
る
が
、

地
交
渉
に
積
極
的
に
取
り
組
む
考

住
民
の
感
情
、
住
民
の
期
待
な
ど

的
に
活
用
さ
れ
る
農
村
社
会
教
育

の
育
成
方
法
は
ど
の
よ
う
に
し
て

医
療
職
員
の
患
者
に
対
す
る
話

え
は
あ
る
か

を
考
慮
し
て
、
実
現
に
向
け
て
最

の
殿
堂
と
考
、
え
て
い
る
。 

い
る
か

次

ペ

ジ

へ
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前
ペ

ジ
よ
り

方
な
ど
接
遇
が
大
切
で
あ
る
。
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。
ま
た
、

繁
形
外
科
を
設
置
す
る
と
い
う
が
、

機
械
器
具
の
整
備
と
パ
ス
利
用
者

の
た
め
の
待
合
所
を
つ
く
る
こ
と

の
考
え
は
あ
る
か

答

立
派
な
病
院
を
逮
て
で
も
魂
を

入
れ
な
け
れ
ば
だ
め
だ
会
「
立
派
な

施
設
、
立
派
な
職
員
」
と
い
う
こ

と
を
目
指
し
、
患
者
に
対
す
る
サ

ー
ビ

ス
の
で
き
る
体
制
を
盤
え
た

い
。
ま
た
、
病
院
職
員
の
研
修
も

実
施
す
る
。
整
形
に
つ
い
て
は
、

物
理
療
法
、
機
能
訓
練
め
で
き
る

施
設
を
最
小
限
度
確
保
す
る
必
要

が
あ
る
の
で
検
討
し
た
い
。
バ
ス

停
に
つ
い
て
は
、
病
院
利
用
者
の

こ
と
を
考
、
ぇ
待
合
所
を
つ
く
り
た

病
院
入
口
に
待
合
所
を

-
一
般
問
題

質
人
事
異
動
の
重
点
的
考
え
と
、

八
月
に
実
施
し
た
事
由
は

答

職

員
と
し
て
行
政
全
般
の
勉
強

が
出
来
る
よ
う
、
適
正
な
配
置
を
行

う
と
と
も
に
、
職
員
が
十
分
そ
の

能
力
を
発
揮
で
き
る
こ
と
を
考
え

て
異
動
を
行

っ
た
。
ま
た
、
時
期

に
つ
い
て
は
六
月
が
最
も
適
当
と

考
え
る
が
、
機
構
の
改
普
と
見
直

し
を
し
て
い
た
。
ま
た
、
国
会
議

員
の
選
挙
も
あ
り
八
月
と
な

っ
た
。

質
ス
ポ
ー
ツ
熱
が
盛
ん
に
な
っ
て

L き
た
。
今
後
、
徳
島
駅
伝
に
向
け

て
教
育
委
員
会
は
ど
う
対
処
し
て

く
カ

答

子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
気
軽

に
参
加
し
て
も
ら
っ
て
い
る
健
康

マ
ラ
ソ
ン
を
通
じ
て
、
熱
意
が
盛

り
上
が

っ
て
い
る
。
徳
島
駅
伝
最

下
位
脱
出
を
目
指
し
、
候
補
選
手

が
練
習
を
行

っ
て
い
る
。
今
後
さ

ら
に
多
数
の
住
民
が
参
加
で
き
る

ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
、
マ
ラ
ソ
ン
熱

を
盛
り
上
げ
た
い
。

質
町
職
員
の
人
事
異
動
に
と
も
な
う


行
政
の
停
滞
は
最
少
限
に
す
べ
き
で


あ
る
。
前
任
者
と
後
任
者
の
事
務


引
継
ぎ
は
万
全
を
期
し
て
い
る
か


答

全
職
員
が

一
体
と
な
り
、
行
政

の
停
滞
を
最
少
限
に
喰
い
止
め
る

よ
う
努
力
し
て
い
る
。
事
務
引
継

ぎ
に
つ
い
て
は
詳
細
に
行
う
よ
う

指
導
し
て
い
る
が
、
住
民
に
迷
惑

を
か
け
た
去
が
あ
れ
ば
お
詫
び
す

る
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ

う
十
分
配
慮
し
た
い
。

質
青
年
会
活
動
の
育
成
に
つ
い
て

の
考
え
は
。

答

青
年
会
は
、
明
日
の
勝
浦
を
担

う
人
た
ち
の
団
体
で
あ
る
。
社
会
教

育
の
中
で
自
主
的
活
動
の
芽
を
育

て
、
背
年
会
活
動
が
活
発
に
な
る

よ
う
育
成
に
努
め
た
い
。

質
国
の
予
算
編
成
方
針
に
対
す
る

町
の
福
祉
、
教
育
の
基
本
方
針
は

答

国

の

財

政

は
非
常
に
厳
し
く
、

財
政
再
建
を
は
か
ら
ね
ば
な
ら
な
い

状
態
で
あ
る
。
町
の
財
政
も
厳
し

い
が
町
独
自
の
福
祉
は
後
退
し
な

い
よ
う
、
ま
た
、
教
育
に
つ
い
て

も
、
町
独
自
の
教
育
振
興
に
前
向

き
で
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

質
誘
致
工
場
従
業
員
の
停
年
年
齢

を
引
き
上
げ
る
よ
う
、
企
業
に
お

願
い
す
る
考
え
は

答

中

高
年
齢
者
の
就
業
安
定
の
た

め
、
従
業
員
の
停
年
引
き
上
げ
実

av
現
に

つ
い
て
、
企
業
側
に
要
望
し 
"

て
行
き
た
い
。

園
芸
高
絞
実
習
地
問
題

質
勝
浦
園
芸
高
校
の
実
習
地
は
、

同
高
校
独
立
の
際
、
町
か
ら
県
に

寄
付
し
た
土
地
で
、
勝
浦
町
と
深

い
係
わ
り
が
あ
り
町
民
も
関
心
を

持
っ
て
い
る
。
中
西
晴
美
氏
は
、

こ
の
土
地
に
隣
接
し
た
畑
が
あ
り
、

こ
の
土
地
の
除
草
な
ど
を
行
っ
て

い
た
が
、
無
断
で
改
植
を
し
た
た

め
、
県
は
財
産
管
理
の
責
任
上
困

っ
て
い
る
と
聞
く
。
こ
の
こ
と
に

つ
い
て
町
理
事
者
は
ど
う
考
え
て

て
、
今
ま
で
奉
仕
的
に
笑
醤
地
の

い
る
か
。

除
草
な
ど
を
行

っ
て
い
て
、
隣
接

ま
た
、
県
が
実
習
地
を
処
介
す

地
で
み
か
ん
を
栽
培
し
て
い
る
中

る
場
合
は
、
寄
付
者
で
あ
る
町
に

西
晴
美
氏
に
、
適
正
な
価
格
て
払

返
還
す
る
の
が
当
然
で
あ
る
と
思

い
下
げ
る
こ
と
が
よ
い
の
で
は
な

う
。
町
に
返
還
さ
れ
た
場
合
、
町

い
か
と
い
う
こ
と
で
、
話
を
進
め

は
そ
の
処
理
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
き
た
。
そ
の
結
来
、
中
西
氏
も

て
い
る
の
か

承
諾
し
、
そ
の
準
備
を
進
め
て
き

答

園
芸
高
校
か
ら
、
実
習
地
を
学

た
が
、
公
有
財
産
の
処
分
に
つ
い

校
の
近
く
で
確
保
し
て
、
中
山
に

て
の
取
吸
い
に
十
分
な
配
慮
が
足

あ
る
笑
習
地
を
処
分
し
た
い
の
で

り
な
か

っ
た
こ
と
を
お
詫
び
す
る
。

町
も
あ

っ
せ
ん
の
労
を
と

っ
て
ほ

返
還
を
受
け
た
場
合
の
処
理
に

し
い
と
申
し
出
が
あ
り
、
ほ
ん
走

つ
い
て
は
、
原
則
的
に
は
、
公
募

の
結
果
、
笑
習
地
が
確
保
で
き
た
。

に
よ
る
一
般
競
争
入
札
に
よ
り
処

そ
こ
で
、
中
山
の
実
習
地
処
分
の

分
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

段
階
と
な
り
、
そ
の
処
分
先
と
し

由
也
じ
ん
か
れ
-
司 
1

I

l

-

検
討
し
、
阿
の
振
興
計
画
に
も
と
づ

却

4
え
匝

， 

‘
， 

4E

。

き
実
現
で
き
る
よ
う
努
力
い
た
し
ま

住

民

対

話

の

お

礼

す
。
住
民
の
み
な
さ
ま
の
ご
理
解
と

十
月
二
白
星
谷
区
を
皮
切
り
に
、
こ
協
力
を
ぜ
ひ
お
願
い
い
た
す
し
だ

町
内
十
六
地
区
で
町
長
め

地

区

巡

回

い

で

す

住
民
対
話
の
会
が
俄
さ
れ
、
十

一
月

四
日
を
も

っ
て
予
定
ど
お
り
終
了
し

ま
し
た
。

出
席
者
三
百
八
十
四
人
の
方
々
か


ら
道
路
の
幣
備
、
こ
れ
か
ら
の
産
業
、


後
継
者
対
策
、

工
場
誘
致
や
観
光
開


発
、
住
民
の
健
康
管
理
、
水
道
問
題
、


社
会
教
育
と
青
少
年
の
育
成
、
地
域


社
会
つ
く
り
な
ど
、
こ
れ
か
ら
の
町


っ
く
り
に
対
す
る
数
々

の
質
問
、
意


見
、
ア
イ
テ
ア
、
要
望
が
出
さ
れ
話


合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。


今
回
の
住
民
対
話
は
本
当
に
有
意

義
て
あ

っ
た
と
思
い
ま
す
。
道
回
対

話
で
出
さ
れ
た
意
見
や
要
望
一を
十
分

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
地域巡回



フ ら 昭和55年12月1日'コ(5) 第126号 カミ� 

-¥ 

-R

y

工
事
進
む

勝
浦
病
院
移
転
改
築

現
在
、
勝
浦
町
槻
野
、
旧
缶
詰
工

場
跡
地
に
建
設
中
の
勝
浦
病
院
移
転

改
築
工
事
は
、
年
度
内
完
成
を
目
ざ

し
着
々
と
進
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
な

か
で
、
町
民
の
方
々
か
ら
改
築
工
事

に
つ
い
て
、
ま
た
、
改
築
後
の
診
療

に
つ
い
て
な
ど
よ
く
問
い
合
わ
せ
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
な
か
か
ら
主
な
点

に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

女
工
事
費
と
財
源
内
訳
は

建
築
工
事
貨
の
総
額
は
、
五
億
五

千
万
円
で
す
。

財
源
内
訳
は
、
国
庫
補
助
金
五
千

三
百
万
円
、
起
債
四
億
五
千
七
百
万

円
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
四
千

万
円
と
な
っ
て

い
ま
す。

償
還
に
つ
い
て
は
、
特
別
交
付
税


な
ど
に
よ
っ
て
長
期
に
渡
っ
て
償
還


し
ま
す
の
で
、
改
築
に
よ

っ
て
一
般


的
な
公
共
事
業
を
減
ら
す
と
か
、
税


金
を
増
や
す
と
か
し
て
町
民
に
負
担


を
か
け
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。


ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
と
は

一
口
で
言
え
ば
太
陽
熱
利
用
施
設


と
い
う
こ
と
で
す
。


近
年
の
オ
イ
ル
シ
ヨ 

ク
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
危
機
の
世
怖
か
ら
、
県
下
の

公
立
病
院
で
は
い
ち
早
く
検
討
し
、

設
置
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ 

れ
に
よ

っ
て
冷
暖
房
、
給
湯
な
ど
の

経
費
が
、
電
気
、
灯
油
、
重
泌
を
熱

源
に
す
る
場
合
と
比
べ
約
三
十
打
の

節
約
が
で
き
ま
す
。

ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム

の
工
事
資
は

六
千
百
万
円
で
、
財
源
は
、
今
年
か

ら
制
度
化
さ
れ
た
、
公
的
施
設
ソ
ー

ラ
ー
シ
ス
テ
ム
設
置
事
業
補
助
金
二

工
事
が
進
む
勝
浦
病
院

戸¥

千
五
百
万
円
と
企
業
償
三
千
六
百
万

円
で
す
。一

般
病
床
が
増
え
ま
す

現
在
の
入
院
病
床
数
は
七
十
三
床

で
、
そ
の
う
ち
一
般
病
床
五
十
九
床
、

結
核
病
床
十
四
床
と
な

っ
て
い
ま
す

が
、
近
年
結
核
病
臨
む
者
が
減
少
し
、

入
院
患
者
も
こ
こ
二
年
余
り
一
人
も

な
く
今
後
、
出
。
者
が
急
増
す
る
こ
と

も
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
逆
に
一
般
病

床
の
患
者
が
増
え
て
い
る
現
状
か
ら
、

検
討
の
結
果
、
総
数
は
そ
の
ま
ま
に

し
て
、
一
般
病
床
を
六
十
八
床
に
軍

関
電
電
/

ま
た
、
診
療
時
間
外
と
、
業
務
に

や
し
、
結
核
病
床
を
五
・
床
に
し
ま

支
障
の
あ
る
場
合
は
、
往
診
で
き
ま

す
。

現
在
の
診
療
状
況

せ
ん
の
で
ご
了
ゑ
く
だ
さ
い
。

。
各
科
の
診
療
日

脅
新
し
く

つ
ぎ
の
日
程
表
の
と
お
り
で
す
。

整
形
外
科

現
在
も
外
科
の
内
で
、
週
二
日
の

盤
形
外
科
の
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
近
年
増
加
す
る
交
通
事
故
、
山

間
農
村
に
潜
在
的
に
多
い
腰
痛
な
ど
、

-R -R
艶
形
外
科
的
な
患
者
が
増
、
え
て
い
る


現
状
に
対
処
す
る
た
め
、
診
祭
室
も


独
立
し
て
新
設
し
、
合
わ
せ
て
診
療


機
械
、
器
具
の
盤
備
拡
充
し
診
療
に


あ
た
り
ま
す
。


婦
人
科
廃
止

婦
人
科
の
診
療
も
長
年
に
わ
た
り


続
け
て
き
ま
し
た
が
、
改
築
に
と
も


な
う
各
診
療
科
の
務
備
充
実
の
検
討

な
お
、
当
直
の
医
師
は
、
平
日
と


/
a
m

を
行

っ
た
結
果
、
廃
止
す
る
こ
と
に

第
一
土
喝
、
日
掛
日
は
肉
料
。
そ
の

な
り
ま
し
た
。

他
の
土
縦
、
日
曜
日
は
外
科
の
医
師

主
な
理
由
と
し
て
は
、
夜
間
の
専

で
す
。

門
医
不
在
の
た
め
の
患
者
へ
の
不
安
、

の
変
更
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
し

ま
た
、
医
師
の
確
保
が
今
後
と
も
む

た
が
、
こ
の
結
果
、
従
来
の
診
療
科

つ
か
し
い
こ
と
、

町
内
に
婦
人
科
の

目
と
が
次
の
と
お
り
の
診
療
科
目
と

開
業
医
が
あ
る
こ
と
、
毎
年
利
用
者

な
り
ま
す
。

が
減
少
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
あ
げ

改
築
後
の
診
療
料
目
は 

ら
れ
ま
す
。

内

科

今
ま
で
に
ご
利
用
し
て
い
た
だ
い

。
小

児

科

た
方
、
現
在
も
ご
利
用
し
て
い
た
だ

。
外

科

い
て
い
る
方
に
は
、
大
変
ご
迷
惑
を

。
盤
形
外
科

お
か
け
し
ま
す
が
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

町
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

O

以
上
の
よ
う
に
、
改
築
に
と
も
な

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

う
工
事
費
と
、
改
築
後
の
診
療
内
容

各
科
の
診
療
な
ど
に
つ
い
て
も
、

よ
く
町
民
の
方
か
ら
問
い
合
わ
せ
が

あ
り
ま
す
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

。
診
療
受
付
時
聞
は
/

平
日
は
午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時

ま
で
で
、
土
峨
日
は
正
午
ま
で
と
な

っ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
急
怠
の
場
合

は
、
時
間
外
で
も
受
付
け
し
ま
す
。

ま
た
、
診
療
時
間
内
で
も
特
に
午

後
は
、
乳
幼
児
の
検
診
、
学
校
の
生

徒
の
検
診
な
ど
が
多
い
た
め
、
待
ち

時
間
が
長
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
で
き
る
だ
け
診
察
は
午
前
中

に
し
て
く
だ
さ
い
。

11程日 三"島シ 療 科 目

月 内科 ・外科 ・小児科

火 内科 ・整形外科

水 内科 ・外科・小児科 ・婦人科

木 内科 ・外科

金 内科・外科・小児科 ・婦人科

土 内科・整形外科

。
往
惨
は
/
・

診
療
時
間
内
で
、
急
を
用
し
な
い

場
合
は
、
午
前
中
に
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
市
中
の
手
配
(
タ
ク
シ
ー
)

は
受
診
者
の
方
に
お
願
い
し
ま
す
。
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秋
晴
れ
に
恵
ま
れ
た
十
一
月
二
日

の
町
民
体
育
祭
は
、
み
な
さ
ん
の
ご

協
力
で
楽
し
い

一
日
と
な
リ
ま
レ
た
。

竹
林
裕
記
さ
ん
�
 (生
名
)
の
選
手

宣
誕
の
あ
と
、
全
員
参
加
の
ラ
ジ
オ

体
操
で
体
を
ほ
ぐ
し
、

各
競
技
が
展

開
さ
れ
ま
し
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
に
は
、
自
由

参
加
の
競
技
も
多
く
設
け
ら
れ
、
な

か
で
も
、
今
年
は
じ
め
て
取
り
入
れ

ら
れ
た
"
健
康
マ
ラ
ソ
ン
“
は
好
評

で
、
十
代
か
ら
五
十
代
ま
で
の
男
女

選
手
約
二
百
三
十
人
が
参
加
し
、
約

三

・
五
J

の
コ
ー
ス
を
マ
イ
ペ
ー
ス

で
完
走
し
ま
し
た
。
ま
た
、
各
種
競

技
に
も
み
な
さ
ん
に
積
極
的
に
参
加

し
て
い
た
だ
き
、
楽
し
く
終
了
で
き

ま
し
た
こ
と
を
深
く
感
謝
し
ま
す
。

今
後
と
も
、
み
な
さ
ん
の
楽
し
い

い
こ
い
の
一
日
と
な
る
よ
う
に
し
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
な
お
い

っ
そ

う
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

且8
• 

時
競
妓
前
の
ラ
ジ
オ
体
操

こ
こ
で
掲
載
し
た
写
真
を
差
し
上

げ
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
役
場
総

務
線
ま
で
ご
速
絡
く
だ
さ
い
。

昔、大会の忍旨にのっとり…、

力強く宣誓する竹林俗記さん

時

好
評
の
健
康
マ
フ
ソ
ン� 

--ー一ー『司、
しこ多
だ迷叡
~の
を望書
お周
刀書
けの
し疋
まめ

、ー【ー� ...-'

一

時
う
ま
く
こ
ろ
げ
ま
す
よ
う
に

県
ロ
�
 l
ド
レ
�
 l
ス
大
会
で
優
勝

勝
浦
中
後
藤
信
之
君

十
一
月
十
六
日
、
鷲
敷
で
行
わ
れ

た
ロ
ー
ド
レ
1

ス
大
会
中
学
生
の
部
�
 

(五
�
 
J
)
で、

勝
中
選
手
三
人
が
十

位
内
に
入
賞
し
、
そ
の
中
で
後
藤
君

は
、
二
位
に
大
差
を
つ
け
て
初
の
栄

冠
を
獲
得
し
ま
し
た
。
徳
島
駅
伝
で

の
活
躍
が
楽
し
み
で
す
。
�
 

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
町民体育祭ご協力ありがとうございました



つ ら 昭和55年 12月 l日ザコ 為(7) 第126号 iJ

一


納
税
功
労
者

表
彰
さ
れ
る

さ
る
十

一
月
十
日
、
徳
島
厚
生
年

金
会
館
三
階
会
議
室
に
お
い
て
、
高

松
国
税
局
長
、
徳
島
県
知
事
な
ど
多

f

数
の
来
賓
出
席
の
も
と
、
昭
和
五
十

五
年
度
徳
島
税
務
署
管
内
納
税
表
彰

式
が
厳
粛
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
十
月
三
十
日
に
は
徳
島
財

J

務
事
務
所
管
内
納
税
功
労
者
、
組
合

表
彰
式
と
記
念
講
拍
刷
会
が
開
催
さ
れ
、

永
隼
に
わ
た
る
功
績
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た本

町
受
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
徳
島
税
務
署
長
表
彰 

{
坂
本
久
保
ノ
内
組
合
長 

新

居

晋

一町
納
貯
連
副
会
長

一 

・
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
表
彰

橋

本

重

則

(立
川
第
二
)

-
納
貯
連
会
長
感
謝
状

消

水

秀

治 

(
町
産
業
謀
長
)

・
県
財
務
事
務
所
長
表
彰

松
田

孝
義

徳
山
崎
税
務
開
納
昨
辿
剛
柏市引」

・
中
学
生
の
税
に
関
す
る
作
文

入
選林

森

宏

美 

(勝
中
二
年
)

中

瀬

弘

晴 

(勝
中

一
年
)

消
水
口

一
人 

(勝
中
二
年
)

な
お
、
入
選
作
品
を
毎
月

一
名
ぬ


秘
し
て
い
き
ま
す
。


納
税
で
働
く

誇
り
と
豊
か
な
社
会 

r、、、

税
に
関
す
る
作
文


入選作から

知
っ
て
お
き
た
い

土
地
取
引
の
正
し
い
知
識

一
万
平
方
訂
以
上
の
土
地
に
つ
い

て
、
土
地
売
買
な
ど
の
契
約
を
締
結

し
よ
う
と
す
る
場
合
は
、
町
長
を
経

由
し
て
、
県
知
事
に
届
け
出
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
、
国
土
利
用
計
画
法

に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
取
引
内
容

が
不
適
当
な
場
合
は
、
六
週
間
以
内

に
勧
告
さ
れ
ま
す
。

し
た
が

っ
て
、
届
出
後
、
六
週
間

以
内
は
契
約
を
締
結
し
て
は
な
ら
な

い
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
勧

告
に
従
わ
な
い
と
公
表
さ
れ
、
届
出

を
し
な
か

っ
た
り
、
虚
偽
の
届
出
を

し
て
契
約
し
た
者
は
、
六
か
月
以
下

の
懲
役
ま
た
は
、
三
十
万
円
以
下
の

折
金
に
処
せ
ら
れ
る
な
ど
の
悦
則
が

あ
り
ま
す
の
で
十
分
ご
注
意
く
だ
さ

な
お
、
く
わ
し
く
は
町
役
場
総
務

課
ま
で
、
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

商
工
会
二
十
周
年

税金について

勝浦中学校  2年

林森宏 美 

し
ま
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
自
分
遠

の
も
の
を
自
分
遠

の
手
で
巡
る
と
い

う
こ
と
は
、
紫
附

ら
し
い
こ
と
で
す
。

そ
れ
で
は
、
も
し

を
来
た
そ
う
と
し
な
い
人
が
多
く
い

ま
す
。
い
わ
ゆ
る
、
脱
税
と
い
う
も

の
で
す
。
こ
れ
は
、
国
で
決
ま
っ
て

い
る
こ
と
を
破
る
の
で
す
か
ら
、
違

反
と
し
て
罪
と
同
じ
で
す
。
そ
う
い

う
人
達
は

一
人
で
も
少
な
く
し
る
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
税
金
を
い
い
よ
う
に
考

え
て
い
な
い
人
も
た
く
さ
ん
い
る
と

思
い
ま
す
。
私
も
、
こ
の
作
文
を
斡

く
ま
て
は
、
税
金
と
は
私
達
の
生
活

を
引
っ
ぱ
る
惑
い
も
の
と
考
、
え
て
い

ま
し
た
。
そ
れ
は
、
税
金
の
使
い
道

に
つ
い
て
何
も
知
ら
な
か
っ
た
か
ら

で
す
。
お
そ
ら
く
、
何
も
知
ら
ず
に

税
金
を
納
め
て
い
る
人
は
い
る
と
思

い
ま
す
。
だ
か
ら
、
そ
う
い
う
人
は
、

使
い
道
が
分
か
ら
な
い
税
金
を
ど

こ
か
へ
寄
付
す
る
よ
う
に
、
捨
て
る

よ
う
に
思
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。
私

達
は
税
金
に
つ
い
て
知
り
、
考
、
え
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
全

国
民
が
税
金
の
意
義
と
使
い
道
を
知

っ
た
上
で
、
笑
顔
で
税
金
が
納
め
ら

れ
る
よ
う
な
固
に
し
ま
し
ょ
う
。

税
金
は
私
達
に
と

っ
て
切
っ
て
も

切
れ
な
い
ほ
ど
生
活
に
密
着
し
た
も

の
で
す
。

け
れ
ど
も
、
私
自
身
こ
の
こ
と
を

知
っ
た
の
は
、
つ
い
最
近
の
こ
と
な

の
で
す
。
先
生
か
ら
、
税
に
つ
い
て

の
作
文
を
書
く
よ
う
に
一言
わ
れ
た
の

で
、
今
ま
で
全
く
関
心
が
な
か
っ
た

税
金
に
つ
い
て
触
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

ま
ず
、
中
学
生
の
税
の
作
文
を
参

考
に
読
ん
で
み
ま
し
た
。
読
ん
で
み

て
初
め
て
、
税
金
の
使
い
道
が
分
か

り
ま
し
た
。
私
達
が
毎
日
通
っ
て
い

る
道
路
、
学
制
自
に
必
要
な
学
校
、
教

科
帯
、
机
に
至
る
ま
で
全
部
の
も
の

が
税
金
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
る
の
で

す
。
言
い
従
え
る
と
、
身
の
周
り
の

物
は
国
民
が
払

っ
た
税
金
で
、
国
民

に
必
要
な
物
を
造

っ
て
い
る
訳
で
す
。

今
ま
て
、
私
の
考
え
て
い
た
公
共
物

な
と
は
す
べ
て
国
が
造
っ
て
く
れ
て

い
る
と
い
う
考
え
は
全
く
裏
返
っ
て

税
金
が
な
く
な
れ
ば
ど
う
で
し
ょ
う
。

私
達
の
生
活
の
大
部
分
が
税
金
で
ま

か
な
わ
れ
て
い
る
の
に
、
そ
れ
が
な

く
な
る
と
す
れ
ば
、
も
う
快
適
な
生

活
と
い
う
の
は
盟
め
な
い
訳
で
す
。

私
達
の
町
や
村
に
は
、
設
備
が
終

っ
て
い
る
と
い
っ
て
も
、
ま
だ
ま
だ

完
全
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
税
金
が
な

く
な
る
と
い
う
こ
と
は
考
え
ら
れ
ま

せ
ん
。

し
か
し
、
税
金
を
払
う
と
い
う
こ


と
は
、
最
後
に
は
自
分
遥
が
使
う
も


の
に
な
っ
て
帰
っ
て
く
る
の
で
す
か


ら
結
局
、
自
分
で
自
分
の
も
の
を
造


っ
た
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
見
た
目
で
は
、


取
ら
れ
た
よ
う
で
あ
っ
て
も
、
税
金


と
は
、
自
分
の
力
だ
け
で
は
で
き
な


い
こ
と
を
や
っ
て
も
ら
う
も
の
な
の


で
す
。


国
民
に
は
、
権
利
と
義
務
が
あ
り

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
税
金
は
、
義
務
の

一
つ
で
す
。
そ
れ
な
の
に
近
ご
ろ
、

自
分
の
権
利
ば
か
り
主
張
し
て
義
務

解
説
委
員

N
H
K

記
念
行
事
の
こ
案
内

日

時

昭
和
五
十
五
年
十
二
月
三

場

所

福

祉

セ

ン
タ
ー

二
時 
1
三
時

記
念
講
演
会

。
テ
!
?

。
講
師 八

十
年
代
の
経
済
見
と
お
し

井

村

和

郎

先

生

~ 

日 

(
水 
)
午
後
一
時 
i
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忘
れ
得
ぬ
人

ー
高
代
さ
ん
と
の
別
離
1
 

②

前

勝

浦

中

学

校

教

諭

福

良

ふ
と
、
思
い
つ
め
た
よ
う
に
人
生
を

⑨
 


動締本問頃建

私
の
四
十
年
の

人
生
の
中
で
、
忘

れ
る
こ
と
が
で
き

な
い
人
に
商
代
修

士
口
氏
が
あ
る
。
私

は
、
彼
を
生
々
し

く
思
い
出
す
こ
と

が
で
き
る
。
昭
和

三
十
七
年
秋
、
彼

は
こ
つ
然
と
姿
を

消
し
た
。
そ
の
日
、

私
が
下
宿
に
帰

っ

て
み
る
と
、
彼
の

部
屋
に
は
あ
か
り

も
な
く
、
ひ

っ
そ

り
し
て
い
て
、
何

か
た
だ
事
で
は
な

い
こ
と
を
思
わ
せ

る
に
は
十
分
だ
っ

た
。
そ
れ
が
彼
と

の
永
遠
の
別
れ
を
つ
げ
た
日
で
あ
っ

た
。
今
な
お
、
私
の
脳
裏
を
か
す
め

て
は
な
れ
な
い
高
代
修
吉
氏
が
、
差

別
の
重
荷
を
負
い
、
苦
し
み
慮
げ
ら

れ
て
人
生
を
生
き
た
、
そ
の
生
き
様

こ
そ
、
部
落
差
別
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。

彼
と
私
は
同
じ
下
宿
に
住
ん
で
い

た
。
彼
は
、
階
下
の
は
き
物
庖
の
紅
引

先
を
借
り
て
、
皮
靴
の
製
造
販
売
を

を
行
う
腕
き
き
の
職
人
で
あ
っ
た
。
実

際
、
彼
ほ
ど
よ
く
働
き
、
人
生
を
忠

実
に
生
き
る
男
を
見
た
こ
と
が
な
か

っ
た
。

私
は
、
ま
る
二
年
の
問
、
毎

日
彼
の
仕
事
場
に
腰
か
け
い
ろ
い

ろ

の
こ
と
を
語
り
あ
っ
た
。
彼
は
私
よ

り
四
っ
か
五
つ
年
上
で
あ

っ
た
が
、

私
を
教
師
と
し
て
尊
敬
し
て
く
れ
た
。

私
も
彼
に
親
愛
の
念
を
い
だ
い
て
い

た
。
彼
と
親
し
く
な
り
、
よ
く
、
そ
の

人
柄
が
わ
か

っ
て
く
る
に
つ
れ
て
、

時
折
り
、
陥
い
物
思
い
に
沈
ん
だ
表

話
し
は
じ
め
た
。

「
イ
ン
フ
レ
に
よ

る
原
料
問
で
皮
の
値
が
上
が

っ
て
も

う
け
に
は
な
ら
ん
。

池
田
は
ん
は

所
得
倍
増
な
ど
と
い
う
が
、
わ
し
ら


は
さ
っ
ぱ
り
や
。

こ
ま
い
と
き
か
ら


あ
っ
ち
も
ん
と
白
い
眼
で
見
ら
れ
し


い
た
げ
ら
れ
つ
づ
け
て
き
た
。
貧
乏


で
ろ
く
に
学
校
へ
も
行
か
せ
て
も
ら


え
ず
枕
職
す
る
に
も
や
と
っ
て
く
れ

ず
、
靴
屋
へ
奉
公
に
は
り
出
さ
れ
た
。

健

く
さ

い
き
た
な
い
皮
な
め
し
を
や
ら

さ
れ
、
何
度
や
め
よ
う
と
思

っ
た
か

わ
か
り
は
し
な
い
。
や
っ
と
一
人
前

に
な
っ
て
庖
で
も
出
そ
う
と
し
て
も

わ
し
ら
に
売

っ
た
ら
近
所
の
土
地
の

値
が
き
が
る
と
い
う
て
売

っ
て
く
れ

な
か
っ
た
。
売

っ
て
く
れ
る
人
は
た

ま
に
あ
っ
て
も
ほ
か
の
人
よ
り
は
、

だ
い
ぶ
高
く
ふ

っ
か
け
ら
れ
、
手
を

出
せ
な
か

っ
た
。
そ
れ
で
、
今
で
も

こ
ん
な
泊
り
ず
ま
い
じ
ゃ
�
 と
は

き
す
て
る
よ
う
に
言
っ
た
。
心
な
し

U

か
声
が
う
わ
ず
っ
て
い
る
よ
う
に
見

え
た
。
私
は
、
な
ぐ
さ
め
る
言
葉
も

な
か
っ
た
。

そ
れ
か
ら
、
い
く
日
か
た
っ
た
。

私
は
い

つ
に
な
く
明
る
い
表
情
の
彼

を
見
た
。
ラ
ジ

オ
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
を

い
っ
ぱ

い
に
あ
げ
畠
山
み
ど
り
の
歓

を
流
し
て
い
た
。
「
先
生
、
わ
し
も

い
よ
い
よ
結
婚
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

人
生

っ
て
そ
ん
る
に
必
い
こ
と
ば
か

り
で
は
な
い
口
と
、
会
心
の
笑
み
を

浮
か
べ
て
い

っ
た
。
一

カ
月
後
挙
式

十
二
月
四
日
か
ら
十
日
ま
で
の
一

巡
聞
は
人
権
週
間
で
す
。

お
互
い
に
人
権
を
尊
重
し
、
人
権

を
守
る
た
め
に
は
、
ま
ず
私
達

一
人

ひ
と
り
が
人
権
を
尊
箆
す
る
こ
と
の

大
切
さ
を
は
っ
き
り
認
識
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

人
権
擁
護
機
関
で
は
、
今
年
の
人

権
週
間
の
テ
!
?
と
し
て
「
人
権
の

共
存
�
 互
い
に
相
手
の
立
場
を
考
え

て
豊
か
な
人
間
関
係
を
つ
く
ろ
う
|
」

「
部
落
差
別
を
な
く
そ
う
」
「
婦
人

の
地
位
を
高
め
よ
う
」
の

三
つ
を
と

り
あ
げ
て
お
り
ま
す
。

日
私
た
ち
の
住
む
町
を
明
る
く
住
み

よ
く
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
身
近
か

な
者
同
志
が
、
お
互
い
の
人
権
を
尊

重
し
あ
う
こ
と
か
ら
は
じ
め
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
人
間
は
生
ま
れ
な
が
ら
に

し
て
平
等
の
権
利
を
も
っ
て
お
り
ま
す
。

勝
浦
会
館
十
二
月
行
事

4
日
開

焚
学
生
集
会

・
抑
教
室


5
目
白

生
花
教
室
一
(
玉
ノ

木
・
五


十
回
公
会
堂
)


川
口
附

手
芸
教
室


日
日
附

奨
学
生
集
会
、
踊
教
室


l

日
日
出
�
 勝
浦
同
和
問
題
州
究
会
定

と
こ
ろ
が
、
い
ま
だ
部
落
差
別
に

よ
る
人
権
侵
害
が
跡
を
絶
た
な
い
現

状
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
い
わ
れ
の
な
い
差
別

は

一
日
も
早
く
解
消
さ
れ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

私
た
ち

一
人
ひ
と
り
が
懲
法
に
よ

っ
て
保
障
さ
れ
て
い
る
基
本
的
人
権

の
意
味
を
正
し
く
理
解
し
、
お
互
い

の
人
権
を
尊
重
し
あ
っ
て
住
み
よ
い

社
会
、
明
る
い
平
和
な
家
庭
を
築
く

よ
う
お
互
い
に
努
力
し
よ
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

十
二
月
定
例
人
権
・
行
政

場 日
I'JT 時

山
配
ご
と
合
同
相
談

十
二
月
五
日

(
金
)

午
前
十
時
�
 午
後
三
時

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

奨
学
生
集
会

・
民
話
教
室

手
芸
教
室

(
五
ノ
木

・
五

i

情
を
見
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
特
に
、

自
分
の
生
ま
れ
に
つ
い
て
は
、
か
た

く
な
に

口
を
つ
ぐ
み
、
こ
と
に
結
婚

に
は
、
異
常
な
ま
で
に
冷
静
さ
を
装

っ
て
い
る
か
に
見
え
た
ロ
時
た
ま
、

夕
食
後
、
彼
の
部
屋
か
ら
「
彬
を
し

た
い
て
」
と
か
「
人
生
の
並
木
道
」

と
か
い
っ
た
、
哀
調
を
帯
び
た
な
つ

か
し
い
歓
声
が
も
れ
て
く
る
こ
と
が

あ
っ
た
。
哀
愁
の
幽
が
好
き
な
の
で

あ
る
。

三
卜
七
年
卜
月
の
あ
る
日
、
秋
風

が
こ
こ
ち
よ
く
肌
を
な
で
る
夜
で
あ

っ
た
。
銭
湯
か
ら
の
帰
途
、

彼
と
訟

は
つ
れ
立
っ
て
海
辺
に
出
た
。
ま
ば

ゆ
い
ば
か
り
に
明
る
い
月
を
あ
び
な

が
ら
人
生
を
語
り
あ
っ
た
。
彼
は
、
�
 

¥d 

¥} 

15 
日

開)� 

の
予
定
だ
と
い
う
。
�
 

例
会

留
字
数
主

四
日
開

白
日
附

十
回
公
会
堂
)

お
臼
附
奨
学
生
集
会

・
踊
教
室

部
日
間
生
花
教
室

四
日
丹
羽
口
字
教
室

各
教
室
と
も
開
講
時
刻
は
午
後
七

時
三
十
分
か
ら
開
講
し
ま
す
。
時
刻

に
お
く
れ
な
い
よ
う
に
お
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
みんなでなくそう部落差別忘れ得ぬ人高代さんとの別離前勝浦中学校経論福良健

MUS04
テキストボックス
人権週間始まる十二月四日から十日まで
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t
六
年
四
月

一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

はこさにき急ち、事 {賄事しま月日、の 日� 
当 のいすなぐに主主ななやいす凹か十役

消
防
年
末
特
別
警
戒

十
二
月
二
十
六
日 
1
三
十
日

だ
ん
だ
ん
と
寒
さ
が
厳
し
く
な
る

に
つ
れ
、
火
を
つ
か
う
機
会
が
多
く

な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
チ
ヨ

ソ
卜
し

た
油
断
が
大
惨
事
を
起
す
こ
と
に
な

り
か
ね
ま
せ
ん
。

毎
年
、
こ
の
時
期
に
消
防
団
で
は
、

年
末
特
別
後
戒
を
行
い
、
午
後
八
時

に
は
、
各
地
区
の
分
団
に
お
い
て
、
一

斉
に
サ
イ
レ

ン
や
カ
ネ
を
鳴
ら
し
て

笹
戒
を
呼
び
か
け
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
も
、
次
の
こ
と
に

十
分
注
意
し
、
火
災
を
防
さ
ま
し
ょ

、「ノ
。

直
者
が
死
亡
属
、
出
生
届
・
婚
姻
屈

は
受
け
付
け
ま
す
が
、
印
鑑
証
明
や

戸
籍
の
写
し
な
ど
の
事
務
は
取
り
叫怖

い
を
い
た
し
ま
せ
ん
。 

①
電
気
器
具
の
ス
イ 
y

チ
の
切
り
忘

れ
は
な
い
か
。 

①
ガ
ス
器
具
の
ゴ
ム
管
の
い
た
み
は

な
い
か 

①
石
油
ス
ト
ー
ブ
を
火
の
つ
い
た
ま

ま
も
ち
は
こ
ん
だ
り
給
油
を
し
な

い
よ
う
に 

①
た
ば
こ
の
す
い
が
ら
の
始
末
は
完

全
に 

①
外
出
す
る
と
き
や
寝
る
前
に
は
、

火
の
始
末
を 

①
消
火
の
用
意
は
完
全
に

第
六
回
芸
術
祭
作
昂
の
募
集

昭
和
五
十
六
年
芸
術
祭
の
作
品
を

次
の
要
領
で
募
集
し
ま
す
。

-
受
付
締
切

-
月
八
日

・
作
品
の
持	

一
月
卜
三
日
(
生
花
、

ち

込

み

盆
肢
は
十
四
日 
)

-
作
品
種
別

写
真
、
啓
道
、
墨
絵

絵
画
、
手
芸
、
魚
妬

生
花
、
盆
栽
、
そ
の
他

の
芸
術
作
品 

(
サ
イ

ズ
、
川
閣
は
自
由
)

作
品
の
展
示
期
間
は
、

一
月
十
五

日
か
ら
十
六
日
ま
で
、
福
祉
セ
ン
タ 

簡
素
な
服
装
て
全
員
出
席
を

-
全
館
で
行
い
ま
す
の
で
、
ニ
準
備

く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
当
日
は
、
リ
フ
ォ
ー

ム
展
(
再
生
利
用 
)不
用
品
交
換
即
売

会
も
あ
わ
せ
て
行
い
ま
す
。

県
立
身
体
障
害
者

福
祉
セ
ン
タ
ー

入
所
者
募
集

ロ
入
所
資
格

・	

身
体
障
害
者
手
般
の
交
付
を

受
け
た
満
十
八
歳
以
上
の
肢
体

不
自
由
者

-

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を

受
け
た
満
十
五
歳
以
上
の
児
童

で
当
セ
ン
タ
ー
入
所
が
適
当
と

認
め
ら
れ
る
者

争

そ

の
他
身
体
障
害
者
手
帳
の

交
付
を
受
け
た
者
で
特
に
当
セ
ン

タ
ー
入
所
が
適
当
と
認
め
ら
れ

る
者

ロ
募
集
期
間

向

昭

和
五
十
五
年
十

一
月

一
日

至

昭

和

五

十

六

年
三
月

一
日

一一一瀧一
一貫一兆一淳一
変
獄
一一一寸

つ
ぎ
の
と
お
り
、
十

一
月
一
日
付

け
で
戦
買
の
呉
動
が
あ
り
ま
し
た
か

ら
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

建
設
課

(

)

内
は
旧
任
で
す
。

昭
和
五
十
六
年
勝
浦
町
成
人
式
を

一
月
二
日
(
金
)
午
前
九
時
か
ら
住

民
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
。

簡

素
な
服
装
で
全
員
が
出
席
し
て
く
だ

さ
い
。

-
該
当
者

昭
和
三
十
五
年
四
月
二
日
か
ら
三 

か
た 

(
昭
和
五
十
年
度
勝
浦
中
学
校

卒
業
者
名
簿
と
昭
和
五
十
五
年
十
二

月

一
日
現
在
の

町
内
在
住
者
で
結
婚

し
て
い
な
い
か
た
)
で
す
。

な
お
、
該
当
者
に
は
十
二
月
中
旬

ま
で
に
通
知
し
ま
す
。

成
人
式
は
洋
服
で

ふ
る
さ
と
づ
く
り
に
ご
協
力
を

成
人
式
は
、
ふ
る
さ
と
づ
く
り
被

進
協
議
会
や
背
年
会
が
出
席
者
の
簡

素
化
を
呼
び
か
け

「
全
員
洋
服
の
着

用
」
を
徹
底
し
て
き
ま
し
た
が
、
毎

年
一
、

二
人
の
振
袖
姿
を
見
か
け
ま

す。
成
人
式
は
、
社
会
的
に
も
、
法
律

的
に
も
大
人
と
し
て
の
権
利
と
責
任

を
負
う
こ
と
に
な
る
二
十
歳
を
祝
福

す
る
儀
式
で
す
。
成
人
式
の
意
義
を

十
分
理
解
し
、
ご
協
力
く
だ
さ
い

。 

勝
浦
町
ふ
る
さ
と
づ
く
り

推
進
協
議
会

五
十
六
年
一
月

午
前
九
時
か
ら

業務のご案内;¥

年末� 12月27日正午まで� ! 
年始� 4月5日から� : 

町役場j!?
;:

休 まど用な録番どお年 自ら 二 場� ; 
みたせは�  f牛りも類で正のあま来月の年 i
期だて、、ま忘、つ月 i頼わで年 二 事末 i
問しく早手すれ届いののた休の十務年 i
中、だめ続。が出大準仕だみ一八は始 f

|:


主

事

石
尾

/"¥「

治
美(産

業
課

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
成人式簡素な服装で全員出席を
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が
笑
顔

防
犯
に
つ
い
て

0)(1

ζ
協
力
を

犯
罪
を
な
く
し
明
る
い
町
づ
く
り

の
た
め
、
小
松
島
繁
察
署
長
か
ら
防

犯
連
絡
所
連
絡
員
と
し
て
委
嘱
さ
れ
、

常
に
活
動
さ
れ
て
い
る
人
達
を
ご
紹

大量の郵便物をスムーズに処理するため、いろいろ準備を整え 福増�  i堅青
野井橋悦

ておりますので、次の点について、みなさまのご協力をお願いい

山
亙
き
ん

正
雄
さ
ん

正
さ
ん

要
さ
ん

福

岡

隆

資

き

ん

西

谷

博

き

ん

藤
木
重
太
郎

さん

出

禁

利

男

さん

寛

賞

太

郎

き

ん

幸

山

普

己

さ

ん

-

4

鮎

川

消 

さ
ん

佳

幸

弘

さ

ん

中

山

治

さん

美

馬

彬

さ

ん

久

械

春

雄

さ

ん

滝

花

機

二一

きバ

西

野

重

之

さ

ん

生

田

敏

き

ん

戸
川

敏

宏

さ

ん

市

本

幸

校

さ

ん

徳

久

雄

さ

ん

平

中

心

さ

ん

じ

国

政

高

級

さ

ん

伎

肝

必

き

ん

新

屑

皆

さ

ん

阿
部
美
智
雄

さ
ん

未
成
正
太
郎
き
ん

神

子

勝

さ

ん 

日

年
末
年
始
と
あ

川

わ
た
だ
し
い
毎
日

月

の
中
、
な
に
か
と

1
車
に
乗
る
機
会
が

ト
多
く
、
交
通
事
故

引

の
多
発
が
予
想
き

れ
ま
す
。
今
年
も
、

引2
年
末
年
始
に
か
け

重
大
事
散
を
招
き
、
被
害
者
も
加
害

者
も
悲
惨
な
目
に
あ
い
ま
す
。

運
転
者
も
歩
行
者
も
、
交
通
ル
ー

ル
を
守
り
事
故
の
な
い
年
末
年
始
に

?
レ
土
品 
'
し
ト
砂
、
「
，
，
。

豊
久
き
ん

武
夫
き
ん

保
き
ん

岬
怖
さ
ん

良
和
さ
ん

出仕

一

さ
ん

坂
口
松
太
郎
き
ん

定

作

弘

き

ん

遠
藤
官
同
格
き
ん

栗

城

突

き

ん

山

下

豊

務

さ

ん

谷

永

拡

大

さ

ん

介
し
ま
す
。

大

西

勝

幸

さ

ん

藤

本

明

男

き

ん

中

村

芳

生

さ

ん

Z集荒谷桑 小 宮
内 川 口原関本

犯
罪
や
暴
力
行
為
を
発
見
し
た
と
き

ま
た
挙
動
不
審
な
人
を
見
か
け
た
と

き
は
、
直
ち
に
響
曲
常
ま
た
は
、
最
寄

り
の
連
絡
員
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

。

運
動
の
重
点

・
飲
酒
運
転
の
防
止

-
歩
行
者
、
老
人
、
子
供
の
事
故

防
止

・
自
転
車
お
よ
び
原
動
機
付
自
転

車
の
安
全
運
転
の
推
進

・
交
通
ル
|
ル
の
確
実
な
実
践

て
交
通
安
全
運
動

坂

口

貞

雄

き

ん

が
展
開
さ
れ
ま
す
。
こ
の
時
期
は
忘

年
会
、
新
年
会
な
ど
お
酒
を
飲
む
機

会
が
多

い
と
き
で
す
。
飲
酒
運
転
は
、

勝
浦
中
学
校
P
T
A
で
は
、
年
末
年
始
の
交
通
安
全
運
動
の

一
環
と
し

て
、
交
通
安
全
意
識
の
高
槻
を
は
か
る
た
め
、
全
生
徒
を
対
象
に
棟
語
を

募
集
し
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
入
選
作
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

特
選

ち
ょ
っ
と
し
た
あ
な
た
の
わ
き
見
が

事
故
の
も
と

勝
中
二
年

池
谷
麻
紀

準
特
選

不
意
に
く
る
危
険
は
前
か
ら
後
か
ら

勝
中
二
年
林
森
宏
美

入

選

父
さ
ん
の
無
事
故
を
待
っ
て
る
平
和

な
わ
が
家

勝
中
二
年

錦
内
美
和

交
通
ル 
|
ル
家
族
で
守
っ
て
み
ん
な

たします。

。年賀状の差し出し� 

O年賀状は12月15日から� 12月20日までに。

年末押しせまってからお出しになると元旦に間に合わなくな

りますので早めにこ準備下さい。� 

Oあらかじめ方面別に区別けを
¥」 たとえば町内あて、自県あて、他県あてに分けて、それぞれ

の方面を示す紙札をつけ束ねてくださし、。� 

O赤で年賀の表示を

お年玉っき年賀はがきを使用しない時は、表面に年賀と朱書

してください。� 

O郵便番号は、は っきり と

郵便局では郵便物を正確、迅速に処理するため番号により区

分けを行っています。筆ぺンを使うときでも番号は、ボール

ペンか万年筆ではっきり記入してくださし、。


差出人の郵便番号もお忘れなく// 


。小包の差し出し

小包は遅くとも� 12月15日までに

年賀状の差し出しの12月15日以降に出されますと業務がふく

そうして年内に配達できないこともあります。

小包にも郵便番号を記入してください。

交
通
安
全
標
語
で
き
る


佳
作

ゆ
ず
り
合
う
心
が
守
る
み
ん
な
の
命

勝
中
一
年
福
良
千
恵

事
故
の
も
と
ス
ピ
ー
ド
洛
せ
曲
り
角

勝
中
二
年
永
井
英
雄

交
通
安
全
み
ん
な
の
願
い
日
本
の
願

勝
中
二
年

清

水

一
人

あ
わ
て
る
な
あ
せ
る
気
持
ち
が
事
故

を
呼
ぶ

勝
中
三
年

制
問
本
和
則

刷削
れ
た
道
あ
せ
る
気
持
ち
が
事
故
起

年末の郵便利用について

郵便局は、� 12月が� l年中で最も混み合います。

勝
中
三
年 

"* 

志
保

こ
す

勝
中
三
年¥J 

大
久
保
充

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
いのちを守る交通安全県民運動
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改正後の年金額表� 

年金の純類 現 行 改正�  

拠

出� 

年

金

老齢年金�  

40 年納 付� 753，200 806，400 

25 年納付�  470，700 504，000 

10 年年 金� 296，900 318，600 

5 年年 金� 
241，300 259，200 

8月から� →� 271，200

障害年金
級� 597，500 627，000 

? 級� 478，000 501，600 

母子年金
子供がl人のとき� 478，000 501.600 

母:r加3草の新設� (8月か ら)� 180，000 

遺児年金�  '(-供がl人のとき� 478，000 501，600 

f品

祉� 

年

金

老齢福祉年金
明治44年4月1日� 

以前の出生名
240，000 270，000 

障害福祉年金� 
l 級� 360，000 405，600 

? 級� 240，000 270，000 

母子福祉年金 て子供がl人のとき� 312，000 351，600 

問

私
は
、
国
民
年
金
の
保
険
料
を

納
め
て
い
ま
す
が
、
生
命
保
険
と
同

じ
よ
う
に
所
得
税
、
住
民
税
の
控
除

の
対
象
に
は
な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う

カ
な
お
、
夫
は
会
社

へ
勤
め
年
末
調

整
を
し
て
い
ま
す
。

答

国
民
年
金
に
加
入
し
、
保
険
料

を
納
め
て
い
る
人
に
限
り
、
社
会
保

険
料
の
控
除
と
し
て
全
額
対
象
と
な

り
ま
す
。

控
除
額
は

定
傾
の
保
険
料
を
納
め
た
人
は
、

途
中
で
加
入
し

た
り
、
喪
失
し

た
人
は
、
そ
の

年
内
に
納
め
た

頒
が
控
除
さ
れ

ま
す
。

あ
な
た
の
場

合
は
、
任
怠
加
入

さ
れ
て
保
険
料

を
納
め
て
い
る

の
で
、
凶
万
三

千
八
一白
三
十
円

柱
除
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

な
お、

ご
主

人
が
会
社
で
年
末
湖
町
訟
の
た
め
、
あ

な
た
が
納
め
た
保
険
料
紙

の
証
明
が

必
要
な
と
き
は
、
住
民
福
祉
課

へ
中

し
出
て
く
だ
さ
い

。

国
民
年
金
法
が

改
正
さ
れ
ま
し
た

今
回
改
正
さ
れ
た
お
も
な
内
容
は
.

各
年
金
額
の
引
き
上
げ
と
母
子
加
算

制
度

の
新
設
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、

実
施
の
時
期
は
、
拠
出
年

金
が
七
月

(
母
子
加
算
は
八
月
)

福
祉
年
金
は
八
月
に
そ
れ
ぞ
れ
さ
か

の
ぼ
っ
て
実
施
さ
れ
る
た
め
、
す
で

に
旧
の
年
金
紙
で
受
け
取
っ
た
分
に

つ
い
て
は
、
次
の
支
払
い

時
に
差
額

分
が
合
わ
せ
て
支
払
わ
れ
ま
す
。

な
お
、
年
金
額
の
引
き
上
げ
に
と

も
な
っ
て
保
険
料
も
来
年
四
月
か
ら

一
ヶ
月
四
千
五
百
円
と
な
り
ま
す。

て
い
ま
す
。
市
北
仙
の
内
谷
を
大
別
し
、

F

産
業
の
基
鍍
整
備

V

策
を
併
行
さ
せ

た
う
え
で
、
町
民
の

所
得
の
水
準
引
を
引
き
卜
一げ
、
あ
わ
せ

て
勝
貿
力
の
地
銀
を
は
か
る
よ
う
批

准
一
し
て
い
ま
す
。
�
 

観
光
開
発
の
振
興

産 業 課

④ 

V
本
町
の
観
光
資
源
は
、
柏
崎
林
寺
を

は
じ
め
、
中
津
峰
、
夏
の
岩
屋
、
立

川
渓
谷
、

姿
羅
尾
高
原
、
夏
の
鮎
狩

り
、
秋
の
み
か
ん
狩
り
な
ど
豊
富
な

資
源
を
有
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
資

源
を
有
効
に
活
用
す
る
た
め
、
道
路

網
の
繁
備
、
駐
車
場
、
休
惣
所
な
ど

施
設
を
枇
軍
備
し
、
景
観
保
全
に
配
慮

し
つ
つ
、
広
域
的
か
つ
総
合
的
観
光

開
発
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

特
に
、
本
町
の
基
一
幹
作
目
で
あ
る
ミ

カ
ン
農
家
の
経
営
を
安
定
さ
せ
る
た

め
に
、
み
か
ん
危
機
対
策
本
部
を
設

設
し
、
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
�
 

産
業
課
は
�
 豊
か
て
住
み
よ
い
活

H

力
の
あ
る
ま
ち
、

勝
浦
町

。
に
'川
か

つ
て
‘
産
業
全
般
の
振
興
を
分
利
一し

簡
単
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

産
業
燦
興
の

け
哨
幹
は
、
道
路
網

の

幣
備
を
は
じ
め
、
�
 
地
資
源
、
水
資

t

源
の
高
度
治
用
を
推
進
す
る
こ
と
に

あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
産
業
の
必

現
在
取
り
組
ん
で
い
る
主
な
事
業
�
 

然
桜
備
を
車
内
.
と
し
て
仰
進
し
て
い

農
業
娠
興
地
域
盤
備
促
進
事
業
�
 

ま
す
。
�
 

地
域
農
政
特
別
対
策
事
業
�
 

V
O O

四
万
三
千
八
百
三
十
円
�
 (現
在
月

O
同
納
付
し
て
い

傾
三
千
七
百
七
�
 

る
人
)

農
業
者
年
金
に
加
入
し
て
い
る

O
農
村
地
域
定
住
促
進
対
策
事
業
�
 

O
川肘
営
土
地
改
良
事
業
�
 

O
県
単
独
地
域
農
業
振
興
事
業
�
 

O
議
林
総
合
格
品
備
卒
業
�
 

O
地
域
農
業
生
産
総
合
振
興
事
業
�
 

入
、
お
よ
び
付
加
保
険
料
を
任
意

で
納
付
し
て
い
る
人
は
、
四
万
八

千
六
百
三
十
同
�
 (現
在
四
千
百
七

V
農
林
業
の
振
興

股
林
業
の
振
興
を
は
か
る
た
め

の

企
画
、
制
削
燃
を
は
じ
め
、
円
日出
向民
指
山
市

か
ら
制
度
金
融
に
い
た
る
ま
で
、

附岡

林
業
振
興
の
全
般
に
わ
た

っ
た
事
業

を
推
進
し
て
い
ま
す
。
�
 

-v商
工
業
の
振
興

尚
工
業
の
振
興
を
は
か
る
た
め
.

地
場
産
業
の
育
成
や
、
工
場
誘
致
る

と
に
よ
る
町
外
流
出
入

μ
の
防
止
地

0
浪
州
み
か
ん
閤
転
換
促
進
事
業

。
水
凹
利
用
再
編
対
策
事
業
�
 

十
円
納
付
し

て
い
る
人

)
た
だ
し
、

ov商
品
暁
娠
興
事
業
�
 

0
・
間
工
業
振
興
事
業
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電
電
だ
よ
り

。
ぉ
得
な
夜
間
割
引
通
話
料
金
。

・・~ :

昭和55年12月1日

電
電
公
社
で
は
、
通
話
料
金
の
遠

近
格
差
を
是
正
す
る

一
環
と
し
て
、

十

一
月
二
十
七
日
か
ら
、
次
の
よ
う

な
夜
間
通
話
料
金
の
新
し
い
割
引
制

度
を
笑
泊
し
て
い
ま
す
。

。
午
後
七
時
か
ら
四
割
引

六
十
キ
ロ
を
趨
え
る
地
域
へ
、午
後

七
時
か
ら
.
翌
日
午
前
八
時
ま
で
に

ダ
イ
ヤ
ル
通
話
お
よ
び
交
換
手
扱
い

通
話
を
し
ま
す
と
、
昼
間
料
金
の
約

四
訓
引
�
 (夜
間
前
引
)
と
な
り
ま
す
。

@
午
後
九
時
か
ら
六
割
引

三
百
二
十
キ

ロ
を
越
え
る
地
域

、

午
後
九
時
か
ら
、
受
日
午
前
六
時
ま

で
に
ダ
イ
ヤ
ル
通
話
を
し
ま
す
と
、

任
問
料
金
の
約
六
割
引
�
 
(深
夜
訓
引
)

と
な
り
ま
す
。

な
お
、
ぃ
父
出別
手
抜
い

泊
話
に
し
ま

冬
休
み
/
.

非
行
を
防
ご
う
親
と
子
で

家
庭
教
育
シ
リ
ー
ズ
同

u
は
、
食
物
を
体
内
に
仰
い
取
す
る

ょ
う
と
い
う
、
意
欲
を
か
き
た
て
る

よ
う
に
は
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

た
だ

「
ょ
く
で
き
た
ね
」
と
い
う
よ

O O

L

U

役
目
�
 べ
人
間
の
思

っ
て
い
る
こ
と

を
、
こ
と
ば
と
し
て
他
人
に
伝
、
え
る

役
目
と
を
持
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

口
は
脳
か
ら
の
指
令
に
よ

っ
て
動
く

の
で
す
か
ら
、
口
か
ら
山
山
る
こ
と
ば

は
人
の
心
そ
の
も
の
て
、
そ
の
彬
物

は
た
い
へ
ん
大
き
い
も
の
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
観
の
�
 か
ら
出
る

こ
と
ば
は
、
家
庭
教
育
を
進
め
る
上

で
た
い
へ
ん
重
要
で
、
そ
れ
に
よ

っ

て、

「
や
る
気
」
を
育
て
た
り
、
恨

ね
た
り
、
判
明
イ
や
家
族
聞
の
信
頼
関

係
を
煩
ね
た
り
し
ま
す
か
ら
、
次
の

こ
と
に
注
怠
し
て
視
の
言
い
方
を
身

、
え
な
け
れ
ば
る
り
ま
せ
ん
。

ロ
使
っ
て
ほ
し
い
ニ
と
ぱ

あ
い
さ
つ
こ
と
ば
と
し
て
の
「
お


は
よ
う
」
「
あ
り
が
と
う
」
「
し
つ


れ
い
し
ま
す
」
「
す
み
ま
せ
ん
」
と


言
う
こ
と
ば
は
、
人
間
関
係
を
よ
く


す
る
た
め
に
、
ぜ
ひ
必
要
な
も
の
で


す
。
ほ

め
こ
と
ば
と
し
て
の

「
こ
こ
の

と
こ
ろ
が
よ
く
で
き
て
い
る
ね
」

「
や
れ
ば
で
き
る
の
ね
」

「
そ
ん
な
こ

と
で
き
る
の
、
�
 7
7

び
っ
く
り
し
た

わ
」
な
ど
、
ょ
い
と
こ
ろ
を
具
体
的

に
ほ
め
る
と
か
、
も
っ
と
や

っ
て
み

す
と
、
夜
間
川
引
�
 (約
四
訓
引
)
と

な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
阿
波
勝
浦
局

(一一 

0
 

0
0
4酔
)
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

う
に
淡
然
と
ほ
め
る
の
で
は
了
ど
も

に
は
ピ

ン
と
き
ま
せ
ん
。

ロ
禁
止
し
た
い
こ
と
ば

O
叱
り
こ
と
ば
と
し
て
の

「
お
前
は

の
一一
�
 
う
こ
と
と
す
る
こ
と
が

一
致
し

向

μ
を
も
っ
て
、
心
か
ら
は
め
、
心

d

か
ら
叱
り
、
官
同
心
を
も
っ
て
人
に
対

す
る
姿
勢
を
持
ち
た
い
も
の
で
す
。

A
だ
め
だ
」

「
お
前
は
劣
ち
や
ん
だ
」

「
�
 

。 白い部分は時間の延長、斜線部分は割引率が
アップされます。(ダイヤル通話料)

60 km 

距離

320 km 

午後� 7 8 9 午前� 6 

時刻l 

君
は
立
派
だ
が
、
お
前
は
ど
う

も

じ

「
勝
手
に
せ
い
、
も
う
知
ら

L
ん
�
 
「
そ
ん
な
こ
と
し
た
ら
:
:に

な
る
ぞ
」
な
ど
の
よ
う
に
、
こ
ど
も

O を
だ
め
な
人
間
だ
と
決
め

つ
け
て
し

ま
っ
た
り
、
他
の
人
と
比
較
し
た
り
、

お
ど
し
た
り
す
る
こ
と
ば
は
絶
対
に

使
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

会
話
時
の
こ
と
ば
と
し
て
は
、
血


圧
を
気
に
し
て
い
る
人
に

「
そ
ん
な


こ
と
し
よ
っ
た
ら
血
圧
が
上
る
よ
し


な
と
、
相
手
が
気
に
し
て
い
る
こ
と


を
持
ち
出
し
た
り
、

「前
に
も
こ
ん


な
こ
と
し
た
ね
」
と
過
去
の
失
敗
を


引
き
出
し
た
り
、
同
じ
こ
と
を
く
ど


く
ど
言
っ

た
り
、
実
行
で
き
な
い
口


約
束
を
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。


し
か
し、

家
庭
教
育
上
の
こ
と
ば

に
「
子
ど
も
は
、
親
の
言
う
通
り
に

こ
ど
も
と

い
つ
も
話
し
あ
い
の
湯
を

も
と
う

児
童
生
徒
の
み
な
さ
ん
へ

一
日
課
を
決
め
て
、
毎
日
き
ま
り

正
し
い
生
活
を
し
よ
う
。

こ

す
す
ん
で
家
の
お
手
つ
だ
い
を

'
し
ト
晶
、
7
。

三

交
通
事
故
を
起
さ
な
い
よ
う
気

を
つ
け
よ
う
。

四
無
だ
ん
で
外
出
を
し
な
い
よ
う

に
し
ょ
‘
っ
。

二

持
ち
物
、
服
装
な
ど
子
ど
も
の

生
活
に
変
化
が
な
い
か
見
守
ろ
う
。

三

子
ど
も
の
手
に
あ
っ
た
仕
事
を

さ
せ
よ
う
。

四
家
族
そ
ろ
っ
て
タ
ご
は
ん
を
い

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
へ

一
子
ど
も
の
自
主
的
な
学
習
や
運

動
を
す
す
め
よ
う
。

た
だ
こ
‘
�
 
7
。

は
な
ら
な
い
が
、
殺
の
す
る
通
り
に

な
る
」
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。
胡明� 

¥} 
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り
い
か
な
る
迎
い
に
つ
い
て
も
善

江Ag

ン
グ
は
平
等
主
義
で
す
。
そ
し
て
、
陀

。 優勝 槻野チーム�  

ω生
名

9
久

国

8
中

山

7
星

谷

6
慨

開

5
中

角

4
横

瀬

3
山
西
掛

2
坂

本

i
川県

山

石

リ
ラ 
y

為(13) 第126号� iJ ず二ヨ つ ら 昭和55年12月 1日� 

r¥ 

地

区

対

抗

バ

レ

ー

ボ

ー

ル

大

会

T
i
l
l

あ
な
た
も


走
っ
て
み
ま
せ
ん
か


地

区

対

抗

三
百
五
十
歳
以
上

ソ

フ

ト

ボ

ー

ル

大

会

(
十
月
二
十
二
日
か
勺
八
日
間
)

優

勝

準
優
勝

捌
貯

星
谷 

チ

ム

A

(参

加

十

八

チ

ム

)

早
川
隆
博
さ
ん

勝

中

体

育

指

導

員

野
球
部
コ 

チ
に
就
任

l

勝
浦
中
学
野
球
部
コ
ー
チ
に
、
早

川
除
問
さ
ん 

(槻
野
)
が
、
前
任
の

岡
本
動
さ
ん 

(横
倒
剛 

)
に
か
わ
り
、

昭
和
五
十
五
年
十
月
一
日
に
就
任
さ

れ
ま
し
た
。

「十
一
月
十
六
日 
J

か
ら
十
四
日
間
」

l
ム
)

チ 

f

優

勝

横

瀬 

C
ナ 
l

ム
)

心到

準
8m

女
子
の
部

(参
加
十
六
チ

優

勝

久

国

ム
l

ム

優

勝

坂

本

チ
ー
ム 

旦ム 

2
一
2

「 

棚

折 

|
「
「

|

;
c 

「 

J 
l

l l
l
μ
|
|

h

l
l l

準
優
勝
棚
野
チ
ー
ム

2

2
可

1
l
i

E
1
1

勝
浦
中
学
校
教
頭

大

島

刷、-ー司、-

ム 

久

-

「
|
|
|
山

西

掛

!
ー

棚

2
噌 

中

o

1
l

国

聾

一 

舶

チ 

|
← 

国ス

ー
-

一 

『
-「 

nu 
r
E
E
t

|
|
l

一十
分
か
ら
八
時
ま
で
勝
中
生
徒
を

⑪別

椴 

沼
江
有
原

坂

本

-

角 '11' 

水
と
緑
と
ロ 
7

ン
の
町
、
勝
浦
へ

転
勤
し
て
早
や
八
か
月
、
走
る
仲
間

も
だ
い
ぶ
ふ
え
ま
し
た
。
徳
島
新
聞

で
紹
介
さ
れ
た 

H

町
民
集
合
、
星
空

マ
ラ
ソ
ン
々
は
走
る
こ
と
に
よ
っ
て

幸
せ
の
輪
を
ひ
ろ
げ
、
気
力
、
体
力
、

彼
性
を
養
い
、
か
っ
、
明
る
く
健
康
、

で
生
活
の
リ
ズ
ム
を
つ
か
み
、
血
行

は
よ
く
な
り
、
美
容
と
健
康
に
も
役

立
ち
ま
す
。
毎
日
の
生
活
の
中
に
、

「
走
」
を
と
り
入
れ
て
生
活
化
し
、

老
化
現
象
や
女
性
の
肥
満
を
防
ぎ
ま

し
ょ
、
つ
。

走
り
方
は
、
ジ
ヨ 

ギ
ン
グ
で
マ
イ

y

ペ
ー
ス
で
話
し
な
が
ら
走
れ
る
速
度

で
、
腕
も
、
ひ
ざ
も
、
く
る
ぶ
し
も

ク
ス
し
て
走
り
ま
す
。
走
り

な
が
ら
楽
し
く
感
じ
ま
す
。
大
平
片
円

相
も
カ
|
夕
|
大
統
領
の
よ
う
に
生

活
に
ジ
ヨ
ツ
ギ
ン
グ
を
と
り
入
れ
て

い
れ
ば
急
死
し
な
か
っ
た
で
し
ょ
う

妓
念
で
す
。

走
る
場
所
は
、
勝
浦
川
の
ほ
と
り

で
、
自
然
環
境
に
も
恵
ま
れ
た
勝
浦

中
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
毎
日
‘
朝
七
時

中
心
に

一
般
の
男
女
が
楽
し
く
走
つ
む

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
川

ぃ
。
夜
は
、
毎
週
火
眼
目
の
七

1
九 

⑪

時
で
す
。

-
h
M
男
子
の
部

分

の

が

~O

地

区

対

抗

バ

ス

ケ

ッ

ト

ボ

ー

ル

大

会

(
十
月
二
十
日
か
ら
六
日
間
)

一到

生
活
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
、
毎
日
引 

優

勝

の
投
資
は
、
大
き
な
配
当
と
し
て
健

柘

準
優
勝

M

女
子
の
部

優

勝

準
優
勝

'H

ラ
ン
ニ
ン
グ
に
よ 

》

，て 

槻
野
チ 

ム
l

山
西
掛
チ 
l
ム

イ

〈 

生
名
チ
ー
ム

償

瀬

チ

ム

r

康
が
返
っ
て
く
る
。
し
か
も
意
志
力
、
引

持
久
力
、
忍
耐
力
が
養
わ
れ
、
肉
体
貨

と
心
が
完
全
に
調
和
さ
れ
、
人
生
に

部

歓
び
を
も
た
ら
し
て
く
れ
ま
す
。
ま

吃

た
、
性
別
、
年
令
、
階
層
は
も
と
よ
以

別
意
識
が
ま

っ
た
く
な
い
。
ラ
ン
ニ 

季
節
の
移
り
変
り
ゃ
、
さ
ま
ざ
ま
な
印

風
景
、
太
陽
、
風
、
友
だ
ち
と

一
緒

陀

に
走
れ
ま
す
。

引

あ
な
た
も
楽
し
く

一
緒
に
走

っ
て

吃

α

み
ま
せ
ん
か
。

ラ
ン
ニ
ン
グ
に
つ
い
て
怠
見
や
吹

陀

問
が
あ
れ
ば
直
接
お
手
紙
く
だ
さ
い

。
印

一

お
答
え
し
ま
す

山

一

伺

一

2 3 4 
棚� 横 生 久

'!!} 瀬 名� 国� 

優勝 生名チーム�  

優
勝
の
生
名
チ
ー
ム

国

八

チ
A

l
ム棚

野
山
西
掛

棚

野

横

瀬 

A

婆
四
棉
尾
ク
ラ
ブ

m
皐

谷 

江

坂

本A A B B
早 川 隆 博 九
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五
�
 

コ
ス
モ
ス
咲
き
て
笠
安
か
ら
む

横

瀬

広

安

美

枝

子

紅
葉
か
と
と
き
に
見
ま
が
ふ
松
枯
れ

の
い
ろ
ど
り
哀
し
石
原
の
山

横

瀬

比

留

間

一

別
府
湯
に
旅
の
疲
れ
を
い
や
し
つ
つ

土
産
定
め
も
幸
せ
な
ら
む

中

山

栗

城

絹

亡
き
母
が
提
げ
購
い
し
五
葉
松
悌
子

を
掛
け
て
古
葉
を
間
引
く

中

山

溝

内

喜

美

代

勤
め
に
と
皆
出
て
ゆ
き
て
孫
と
の
み

ぬ
け
る
蒼
さ
に
お
む
つ
乾
し
い
る

立

川

竹

田

あ
ゆ
み

空
蒼
く
木
々
紅
葉
す
る
峡
の
四
方
平

和
な
る
里
幸
を
噛
み
し
む

立

川

前

回

チ

エ
子

姑
と
嫁
の
タ
削
は
終
る
頃
な
ど
と
旅

来
し
宿
の
窓
を
締
め
た
り

立

川

堀

梅

子

吾
が
部
落
の
い
に
し
え
ま
で
も
知
り

お
る
か
紅
葉
増
し
つ
つ
大
銀
杏
そ
ぴ
ゆ

生

名

尾

花

次

郎

世
間
話
と
だ
え
て
患
者
等
本
め
く
る

音
の
み
な
り
ぬ
雨
の
待
合
室

生

名

麻

木

嘉

太

郎

稲
こ
き
し
藁
に
寝
こ
ろ
び
雲
追
い
し

幼
な
日
の
空
今
も
変
ら
じ

中

角

平
間

豊

子

父
の
碑
に
刻
を
忘
れ
て
語
る
と
き
つ

い
の
身
近
か
に
時
鳥
鳴
く

今

山

立

石

進

秋
の
婁
広
が
る
空
を
仰
ぎ
つ
つ
明
の

挙
式
の
日
和
を
案
ず

沼

江

斉

藤

重

子

労
働
の
汗
を
吸
い
た
る
タ
オ
ル
か
も

い
ま
す
。
二
十
�
 

で
昨
年
の
約
五
十
五

1
六
十
五
U
Y
H
山
何

み

か

ん

¥-

r

空
気
を
入
れ
る
。
天
窓
な
ど
の
あ
け

忘
れ
の
な
い
よ
う
討
を
配
る
こ
と
。

収
種
後
の
薬
剤
叡
布

昨
年
は
遅
く
ま
で
収
僚
が

つ
づ
き、

油
剤
散
布
の
て
き
て
い
な
い
闘
が
多

い
と
思
い
ま
す
。
今
年
は
、
ぜ
ひ
収

機
が
終
り
し
だ
い
散
布
を
行
い
、
越

冬
山
世
虫
の
防
除
に
努
め
て
く
だ
さ
い

タ
ニ
瓶
を
対
象
と
す
る
と
き
は
、

九
十
五
行
機
械
油
乳
剤
の
七
十
倍
液

を
、
カ
イ
ガ
ラ
虫
を
対
象
と
す
る
と

き
は
、
飯
合
マ
シ
ン
油
乳
剤
の
六
卜

l

倍
液
を
む
ら
な
く
散
布
し
ま
す
。

防
寒油

剤
の
散
布
が
終
れ
ば
防
寒
作
業

n

を
行

っ
て
く
だ
さ
い

。
特
に
、
平
坦

地
の
ス
ダ
チ
の
幼
木
や
丙
核
問
、
ま

出
荷
)
す
る
も
の
は
、
重
量
を
三
1

た
、
北
西
向
き
の
畑
で
は
入
念
に
行

桜
度
経
く
な
る
ま
で
予
措
を
行

っ
て
く
だ
さ
い

。
カ
ン
レ
イ
シ
ヤ
な


ど
を
か
け
る
と
き
は
降
雪
の
さ
い
、


雪
が
た
ま
る
よ
う
な
か
け
か
た
で
は


校
折
れ
主
ど
の
心
配
が
あ
り
、
か
え


っ
て
被
当
を
大
き
く
し
ま
す
。


ハ
ウ
ス
イ
チ
ゴ

温
度
管
理

昼
間
の
姐
皮
は
一一

五
度
以
土
に

な
ら
な
い
よ
う
に
窓
を
聞
き
、
夜
間
�
 

今
年
の
収
穫
予
想
祉
は
、
町
平
均

度
の
闘
が
多
い
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
ま
す
。

着
色
も
比
較
的
お
そ
く
、
皮
の
厚

い
果
笑
が
多
く
見
ら
れ
、
今
後
の
貯

蔵
に
は
十
分
注
意
が
必
要
で
す
。
全

国
的
に
も
生
産
鑑
は
少
く
、
上
手
に

貯
蔵
す
れ
ば
来
年
の
二
1
三
月
は
か

な
り
の
期
待
が
持
て
そ
う
で
す
。

貯
蔵
予
箔

長
期
貯
後
と
短
期
貯
蔵
、
大
玉
果

と
小
玉
果
は
必
ず
区
別
し
て
く
だ
さ

い
。
長
期
貯
蔵

(一一
月
中
旬
以
降
の

i
二
十
五
日
程
度
戸

窓
を
開
放
し
て
お
け
ば
よ
い
て
し
ょ

、つノ
。予

備
期
間
中
に
異
常
低
温
予
報
の

出
た
と
き
は

一
時
的
に
戸
窓
を
閉
め
、

寒
気
が
ゆ
る
ん
だ
の
ち
再
び
予
摘
を

行
っ
て
く
だ
さ
い

。

貯
蔵一?

摘
が
終
れ
ば
戸
窓
を
閉
め
、
空

気
の
取
り
入
れ
口
だ
け
か
ら
新
鮮
な

は
二
度
以
下
に
な
ら
な
い
よ
う
ビ
ニ

ー

ル
被
緩
や
加
温
に
注
志
し
て
く
だ

、。
�
 

J
 r
、
i
v

株
管
理革

勢
を
維
持
す
る
た
め
、
摘
芽
.

摘
果
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

古
楽
や
枯
葉
は
も
ぎ
と

っ
て
、
果
実

の
着
色
が
良
く
な
る
よ
う
に
し
ま
す
。

収
穫

早
い
も
の
は
冷
月
か
ら
収
機
に
な

り
ま
す
。
取
り
急
が
ず
に
、
完
全
着

色
を
し
た
も
の
か
ら
収
秘
し
て
く
だ

さ
い

。
加
工
イ
チ
ゴ

十
分
に
草
勢
の
あ
る
状
態
で
、
越


冬
さ
せ
た
い
も
の
で
す
。
地
力
の
低


い
と
こ
ろ
や
、
市
聞
の
で
き
方
が
、
今


一
つ

の
と
こ
ろ
で
は
、
�
 

化
成
を


十
日
当
り

一
袋
を
追
肥
し
ま
す
。
ま


た
、
乾
燥
し
て
い
る
場
合
は
、
液
肥


iと
し
て
や
る
の
も
よ
い
方
法
で
す
。

N

K

ぐ短歌〉

涙
あ
る
娘
に
育
て
よ
と
念
じ
つ
つ
吾

子
の
寝
顔
を
い
と
お
し
み
お
り

坂
本
内
出
国
ま
ゆ
み

鳩
舎
の
灯
速
く
に
見
え
て
秋
の
夜
は

静
か
に
更
く
る
瑠
柄
越
し
の
窓

坂

本

日

浦

翠

崎

黙
し

つ
つ
犬
と
刈
り
ゆ
く
峡
の
回
に

山
鳥
の
声
託
し
く
聞
き
ぬ

坂

本

自

国

久

市

仙

台
風
に
倒
れ
し
稲
架
を
直
し
つ
つ
口

ず
さ
み
お
り
明
白
う
詩
吟
を

坂

本

福

良

伴

二

健
康
が
欲
し
い
切
な
る
此
の
秋
を
父

が
逃
せ
し
杖
と
諮
ら
ふ

坂

本

谷

広

士

枕
辺
に
飾
り
し
菊
の
花
の
香
も
及
ば

ず
な
り
し
病
む
老
う
母
に

与
川
内
阿
部
ヨ
リ
ヱ

虐
待
に
耐
え
て
息
ず
く
盆
栽
か
大
地

恋
し
と
露
に
ぬ
れ
い
る

与

川

内

新

居

義

子

夜
を
波
る
か
り
が
ね
老
の
つ
ま
さ
れ

て
養
生
の
粥
温
め
て
を
り

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
今月の農作業メモ

MUS04
テキストボックス
わたしの作品
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我
が
町

在

デ
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下

レ

ク
リ
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に

I
l
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s
ZE
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a
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「

黒

岩

小
般
向
同
市

f
ヘ
生

名

倹

瀬

あ
り
が
と
う

谷

脇

澄

雄

石
山
千
代
子

長
田

工

山
口
喜
世
校

僑
本

元

�

 E

役
場
住
民
福
祉
課
職
員

一
同

こ
ざ
い
ま
し
た

A
V
香
典
返
し
に
か
え
て

哲
さ
ん
�
 (坂

英
雄
さ
ん

(今

義
明
さ
ん
�
 (中

重
雄
さ
ん
(
坂

-v



お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

以
上
の
方
か
ら
、
町
善
意
銀
行
に

普
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
心
か
ら

f

与

川

内

水

口

湖

舟

地

に

踏

ま

れ

あ

り

哀

し

み

渉

む

主
ら
風
夜
の

戸
を
打
つ
わ
び
し
さ

に

沼

江

大

岡

崎

冊

三
十
路
生
き
し
過
去
を
想

い

ぬ

四

仲

間

瀬

田

中

瀬

流

た

さ

れ

ぬ

日

の

多

か

り

し

過

去

二
三
日

風

邪

に

伏

せ

れ

ば

孫

の

来

て

償

瀬

線

勢

広

夫

爺
ち
申
、
ん
死
ぬ
な
と
枕
辺
に
座
す

…
出
認
は
毎
月
七
日
ま
で
に

谷

翠

ヘ

掛

谷

小
松
島
市

f

岡
本
レ
イ
子

ヘ

久

国

棚

野

お
誕
生
お
め
で
と
う

f F f

山加中水 呑岸�  22災
景 藤 川野 口上井 馬

泉司 子自1¥下男 子 雄

十
年
の
創
業
閉
じ
て
恕
い
み
る
満

弘
さ
ん
�
 (坂

究
さ
ん
�
 (坂

治
さ
ん

(
星

-
退
院
祝
に
か
え
て

敏
雄
さ
ん

(
中
�
 

中

山

中

角
与
川
内

横

瀬

与
川
内

棚

野
横

瀬
ヘ
小
松
島
市

生

名

鴻
内
玄
基

西
市
明
美

神
子
直
好

清
水
文
明

泉

原

微

西
漬
隆
志

篠
塚
良
昭

二
女

二
男

長
男

長
男

長
男

二
男

長
男
�
 

職
員 山 谷本本本山山本

f

小
松
島
市

f

習 健 歓 { 変 稔 芳 恵

夫秀邦 伸 子

横

瀬

山

一

三

匂

ハ

刀

キ

で

一
送
り
先
勝
浦
町
三
渓

ヘ

坂

本

償

瀬

樟
脳
の
匂
い
残
れ
る
附
着

つ
け
師
走
�
 …

の
街
の
維
跨
を
縫
う

横

瀬

中

国

ヤ

111
川
�
 

法
要
を
明
日
に
ひ
か
え
し
夫
の
砕
に
�
 …

縁
努
広
夫
さ
ん
(
朝
田
昌
�
 〉
ま
で

…

町
内
在
住
の
万
に
限
り
ま
す
。

一
次
回
は
川
柳
、

そ
の
次
は
俳
句
と
交
代

R

「
小
松
島
市

坂

本

ス
エ
一
に
の
せ
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
役
句
く
だ
一

ヘ

生

名

/

中

山

-清掃センター -・・・園田・・・

て

も

/

少

の

け
μ
a
h@
 

墨
絵
教
室

十
二
月
十
七
日
(
水
)

十
二
月
二
十
五
日
(
木
)

時

間

午

後

七

時

か
ら
九
時

-v



ゐ
・
お
く
や
み
申
し
ま
す

ご
結
婚
お
め
で
と
う

消
い
附
セ
ン
タ
ー

で
は
、

十
二
月
三

十

一
日

か
ら

一
月

四
日
ま
で
の
問
、

年
末
年
始
の
た
め

休
業
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

こ
の
問
、
大
変

ご
不
便
を
お
か
け

す
る
と
思
い
ま
す

が
、
ご
協
力
く
だ

さ
い
。
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大
い
に
参
加
し
て

電
話
局

遅
れ
な
い
よ
う

く
だ
さ
い

。

食

日

時

会
場

所

会
コ
ー
ス

会

そ
の
他

新
年
早
々

J

に
�
 阜
を
佼

わ
ず
に
汗
を

流
し
て
初
日

を
拝
も
う
仰

と
、
毎
年
愛

好
者
が
ご
来

光
登
山
を
続

け
て
い
ま
す
。

五
十
六
年

新
春
も
次
の

要
領
で
行
い

ま
す
か
ら
、

ご
希
望
の
か

た
は
時
間
に

十刀 日

一
月

一
日
午
前
四
時
三

十
分
出
発

勝
浦
町
農
協
前
集
合

中
山
倉
瀬
を
経
由
し
、

中
津
嶋

(三
十
八
社
)

で
初
日
を
拝
み
、
婆
即
時

尾
を
ま
わ
っ
て
下
山
。

午
前
九
時
解
散
の
予
定
。

軽
食
、
水
筒
、
電
池
は

各
自
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
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お
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お
問
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合
わ
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さ
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つ
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会
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五
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七
番
)か
町
教
育
委
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番
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お
電
語
く
だ
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い
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初日を拝むご来光登山あなたも参加しませんか
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昭和55年12月� 1日 iJ込 ずコ つ ら 第126号 6)(1

※ と

き

と
こ
ろ

該
当
者

接
種
方
法

百
日
咳
・
ジ
フ
テ
リ
ア

母
子
手
帳
と
印
鑑
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

破
傷
風
三
種
混
合

予

防

接

種

十
二
月
十
八
日
(
木
)

接
種
で
き
な
い
人

幻
日

一上
勝
第

二
診
療
所

午
後
一
時
三
十
分 
1
三
時

。
発
熱
し
て
い
る
人

羽
目

一湯

浅

医

院

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

。
心
臓
病
、
肝
臓
病
な
ど
の
活
動
期

日
一勝

浦

病

院

二
歳 
1
四
歳
未
満
の
者
で

に
あ
る
人

却

日

一

赤

岩

医

院

該
当
者
に
は
通
知
し
ま
す
。

。
そ
の
他
医
師
が
不
適
当
と
認
め
た

汎
日

一勝

浦

病

院

U

と き 12月10日(水)

午後�  l時� -2時(受付)

と こ ろ 住民福祉センター

該 当 児 昭和54年� 12月� 1日~昭

和55年 10月31日までに

生れた児。

※ 母子手帳をご持参ください。
レントゲン検診車日程表

人 

レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
車
が
、
次
の
日

程
で
町
内
を
巡
回
し
て
い
き
ま
す
。

今
年

一
度
も
受
け
て
い
な
い
か
た
は
、

健
康
管
理
の
た
め
ぜ
ひ
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。

@

受
診
料
は
無
料
で
す
。

。

仕
事
着
の
ま
ま
で
も
自
由
に
受

け
ら
れ
ま
す
。

(
ボ
タ
ン
、
金

具
の
な
い
下
着
に
し
て
く
だ
き
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12/ 1 

(月) 

9 :30-10: 30 

10: 50-11 :50 

13:00-13:50 

14 :10-14 :50 

15:00-15:30 

石原センター 」� 

柳原田中食堂前� 

生I七奈撲果場前

生i七奈老人宅!の家� 

ijij田建設機� 

12/3 

(水) 

9 :30-10:10 

10:30-11 :00 

11:10-11:50 

13:00-13:40 

14 :00-15:00 

15:10-16:0

今山 竹山背J軽微� 

黒岩 ・谷脇広前� 

星谷.iR口長次郎毛織

生比奈石油機� 

生名 ・いちょうの木償

。i主 士是� 

12/4 

(木) 

10:00-10:50 

11:00-11:50 

13:00-14 :00 

14・20-15:0

電報電話局J償� 

中山 ・前回旭子宅横

徳パス横瀬営業所

。与川内事業所� 

12/5 

(金) 

10:30-11:0

11 :20-12:00 

13: 10-13:40 

13: 50-14:20 

14・50-15:40 

。坂本 ・林栄一宅横� 

坂本集会所� 

坂本事業所前

沌花裂材所前� 

i文 士易

乳児健康診査�  

き 12月12日 (金)

午後�  1時30分� -3時

¥」〆 とこ ろ 勝浦病院

該当児�  昭 和55年� 6月� 1日-10

月31日までに生れた児

※ 母子手帳をご持参くだきい。

乳児健康診査�  

と き 12月四日� (金)

午 後�  l時30分一�  3時

先
月
に
引
き
続
き
、
今
月
も
次
の

日
程
で
行
い
ま
す
。
多
く
の
方
が
、

ぜ
ひ
受
け
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者

三
歳
以
上
の
人

料

金
O
三
歳
1
六
歳
未
満

二
百
円 

O

六
歳 
1
十
三
歳
未
満

二
百
五
十
円

三
百
五
十
円 

O
十
三
歳
以
上

7
日
一上
勝
第
二
診
療
所 

9
日
一湯

浅

医

院

日
日
一勝

浦

病

院

日

日

一

赤

岩

医

院

日
日
一勝

浦

病

院

げ

日

一

上

勝

診

療

所

日
日

一山

西

医

院

幻
日

一勝

浦

病

院

ところ 勝浦病院

該 当児� 昭 和55年� 1月� 1日-5

月31日までに生れた児

※ 母 子手帳をご持参〈ださい。j

インフルエンザ予防接種目程表 ※ 

月日�  Il f~ 日 1，* 間 場 所� 

12月� 2日

9日

11日

17日

25日

火

火

木

水

木

午後� 2時-3時30分

午後� 2時-31侍30分

午後� 1時30分-31時

午後� l時30分-3時

午後� l時30分-3 1侍

沼江保育所� 

生比奈良協�  

生名センター� 

勝浦町農協�  

領祉センター� 

… 

夜
間
救
急
当
番
表

一飼しミ犬は必ず

つないで下さいー�  

12月� 3日(7j()

不
用
犬
買
い
上
げ
日

休平
日日

午
後
七
時 
l

第
一
一
期
は
、
一
月
ご
と

に
三
回
、
第
二
期
は
、

三

回
終
了
後
十
二
か
月 
1
十

八
か
月
後
に
一
回
接
種
。

…
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

…

予
防
接
種 
…

ロ
月 
1
日

一

上

勝

診

療

所

3
日一

山

西

医

院 

5
日
一勝

浦

病

院 

印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

午
後
六
時 
1
翌
日
午
前
九
時

12月17日(7j()

成 犬 �  300同

小犬� 100円
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午
前
九
時
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みんなの健康




